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目指すべき学生像とカリキュラムポリシー 

 

本学のカリキュラムは、幅広い教養と基礎的な学習能力、および経営学の基礎知識と情報

処理能力の修得を基礎にしつつ、より高度な経営・経済・会計・情報の専門知識を獲得でき

るように構成されている。このようなカリキュラムは全体として、本学が掲げる「目指すべ

き学生像」を実現するために体系づけられている。 

特に、「目指すべき学生像」の中で謳われている「明確な職業意識」や「社会貢献のでき

る力」は、通常の講義によって得た知識を現実の場で実践するプロセスの中でこそ身につく

ものである。本学ではそのような場を経験するものとして「実践カリキュラム」を設定し、

通常の講義や演習を通じて得た知識や能力を確実に身につけられるようにしている。「実践

を通じて知識や能力を身につける」というプロセスは、まさに現代社会で求められる能力で

あり、その意味でも本学のカリキュラム体系は「即戦力」となれる人材育成を目指すものと

なっている。 
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科目構成  ※ 科目一覧の表は、この冊子の後方に掲載してあります。 

 

本学は、経営情報学科だけの単科大学であるが、社会に対する理解と判断力を持ち自立し

た教養ある社会人の養成を目的としており、専門教育とともに総合科目･語学科目なども配

置して、いずれも本学の教育にとって重要なものとして位置づけられている。 

 

 

１. 「総合科目」 

近年、学問の諸分野がますます専門化・細分化して、全体的な見通しが困難となって

きている事情を反省し、文理諸科学の成果や研究方法、体育芸術などの人間としての技

芸・教養を広く理解し、総合的な展望を持ち得るように配置したものである。そこで本

科目は、本学開講科目と他大学等で開講される単位互換科目とで構成している。 

また、短期大学の社会的使命の一つである実務能力を涵養するため、様々な資格取得

を目的とした科目や、社会に出るための準備を行う就職関係科目も設置している。 

 

 

２. 「語学科目」 

語学関連の諸科目は、大きく英語とそれ以外の外国語との２種類からなっている。こ

れらの外国語科目は、国際社会における必要性、教養としての必要性、経営情報学科の

専門科目における必要性などの観点から設置されている。 

 

 

３. 「基礎教育科目」 

経営情報学科で学ぶ上での、基礎的・中心的な科目群である。いずれの系統において

も専門教育の入門、および専門共通の基礎科目を配置している。また、社会において産

業人として生きるための基礎力を養成する科目も配置している。したがって、学生のみ

なさんは、必修と同じ程度に重要な科目と位置づけて履修することが望ましい。 

 

 

４. 「専門教育科目」 

基礎教育科目の上に配置された、さらに専門的・応用的な経営情報学の科目群を配置

している。したがって、学生のみなさんは、ただ単に単位取得の容易さなどで判断する

のではなく、自分の卒業後の進路（就職・編入学）を見据えて、ある程度系統的に履修

することが望ましい。 

 

 

 

※ 「留学生科目」 

本学に在学する留学生のために開講されている科目群である。本学では、アジアを中心とした

諸国民との国際交流を深めるために、開学当初から留学生教育を実施している。本科目群は、こ

うした目的を達成するために、日本語・日本文化を修得する科目群を、総合科目・語学科目内に

配置している。 
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コース制およびユニット科目 

 

【主旨】 

本学のカリキュラムにおいては、２０１９年度より５コース（経済システム、経営マーケ

ティング、会計ファイナンス、国際ビジネス、総合情報）と２ユニット（資格就職、大学編

入）、２０２４年度入学生よりは７コース（経済システム、経営・マーケティング、会計フ

ァイナンス、国際ビジネス、情報システム、ビジネス心理、情報デザイン）と２ユニット（資

格就職、大学編入）を設置している。個々の科目はコースのモデルカリキュラムに従って、

体系的に配置されている。 

本学にて開講されている専門ゼミナールは、上記のコースのいずれかに所属（複数コース

に所属している場合もある）しており、専門ゼミナールの選択を行うことは、コースを選択

することと同義である。各学生は１年生前期中に専門ゼミナールを選択することでコース

を選択することとなり、１年生後期から卒業まで、１年生前期中に選択した専門ゼミナール

に所属しなければならない。なお、専門ゼミナール（コース）の選択は、原則として学生が

行うが、ゼミナール定員の制約上、必ずしも希望通りに配属されるとは限らない。また１年

生後期以降、各学生は原則として希望するコースごとに定められているモデルカリキュラ

ムに沿って、さらに専門ゼミナールによっては教員が推薦するカリキュラムに沿って履修

しなければならない。これは従来、科目の履修選択を学生自身が自由に行ってきたが、その

結果学生が所属する専門ゼミの分野と関係なく履修するなど、学問的に一貫性のない履修

状況となっている例が多々見られた。そのため２００２年度より、各コースのモデルカリキ

ュラムを示し、それに沿って専門分野の授業を時間割上配置することで、学生のみなさんが

個々人の目標や目的に合わせて体系的な学びを実現できるよう配慮したものである。 

ユニットは大きく２つの進路（資格就職、大学編入）別に設定されている。さらに各ユニ

ットは細分化されており、それぞれがいくつかの科目によって構成されている。資格就職ユ

ニットは、公務員ユニットやホテル・ブライダルユニットのように、特定の職業（業界）へ

の就職を目的としたものと、医療事務ユニットや販売士ユニットのように、特定の資格取得

を目的としたものに分かれている。大学編入ユニットは、一般受験による編入学を目指すも

の（難関大学受験ユニット）と、協定校推薦による編入学を目指すもの（指定校推薦受験ユ

ニット）に分かれている。ユニットを意識して科目を履修することにより、それぞれの進路

決定に必要な知識やスキルを体系的に身につけることができる。また、ユニットは少数の科

目群によって構成されており、時間割上可能であれば、複数のユニットを履修することが可

能となっている。 

 

【意義】 

科目構成で述べたように、本学は単科大学ではあるが、学生のみなさんに提供している 

授業科目は幅広い分野にわたっている。それだけに、明確な目的意識を持たず安易に履修  

科目を選択すれば、２年間の学修内容に一貫性を欠き、仮に卒業単位を満たしていても必 

要な知識・能力を身に付けず卒業する可能性がある。しかし、コースを設けることにより、

学生自身が入学後できるだけ早期に専門分野を意識し、大学で学ぶ目的を明確化できるた 

め、安易で無目的な科目履修ではなく、専門分野や目的に応じた必要な科目を履修すること

ができる。その結果、２年間という短い期間で専門的な知識・技能を効率よく効果的に修得

できるようになる。さらに、各専門分野に応じて履修科目を絞ることにより、コース外の科

目の位置付けも明確になり、各自の観点から余裕や必要に合わせて他科目を選択すること

ができ、一般的、総合的な知識・能力も十分身につけることができる。 
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また、コースの履修とともにユニット科目を履修することによって、個々の進路決定およ

び卒業後に必要な知識やスキル（資格）を効果的に修得することができる。 

 

【選択時期】 

コース選択の時期と方法は、別途ガイダンスを設け説明する。基本的には、１年生前期の

６～７月頃である。専門ゼミの選択だけを意識するのではなく、ゼミの選択の前にまずコー

スを意識し、その上でゼミを選択する。そして、１年生の後期以後の履修科目の選択は、各

コースおよび専攻（さらには専門ゼミ）のモデルカリキュラムに沿って行うことになる。 

 

 

 

１年生前期の履修について 

 

先述の通り、本学では１年生前期の６～７月頃に専門ゼミを選択し、１年生の後期以後 

の履修科目の選択は、各コースおよび専攻（さらには専門ゼミ）のモデルカリキュラムに沿

って行う。 

１年生前期はコースが決まっていないため、共通の履修モデルに従って履修することに

なる。この時期には１年生後期以降、コース別の専門的な学修の基礎となる科目が多く配置

されており、それらの多くは必修科目または選択必修科目となっている。特に必修科目は、

今後の学修に必要不可欠なものであり、この時期に単位修得しておく必要がある。また、選

択必修科目は、専門的な学修に直結するものが多く、コース（専攻）選択も念頭に入れて履

修を進めることが求められる。しかし、視野を広げる観点等から、可能な限り幅広く学修し

ておくことが望ましい。 

 

＜１年生前期 履修モデル＞ 

 一般学生 留学生 備 考 

必修科目 

基礎ゼミナール 

総合基礎英語 

 

文書処理技能演習※１ 

基礎ゼミナール 

日本語Ⅰ〈留〉※２ 

日本事情Ⅰ〈留〉 

文書処理技能演習※１ 

 

選択必修 

科目 

経営学総論 

ミクロ経済学 

初級簿記 

中級簿記Ⅰ※３ 

情報処理概論 

経営学総論 

ミクロ経済学 

初級簿記 

中級簿記Ⅰ※３ 

情報処理概論 

簿記入門 

時事日本語〈留〉 

左記５科目 

（留学生は７科目） 

のうち 

いずれか２科目以上必修 

※１ 日商ＰＣ検定（文書処理）３級以上、または、Microsoft Office Specialist Word 一般レベル、エ

キスパートレベルの資格をすでに取得している場合、申請により単位認定を行う（履修不要）。 

   上記資格を近日取得予定であっても、履修登録時に取得できていなければ、履修が必要。 

※２ 日本語能力試験Ｎ１をすでに取得している場合、申請により単位認定を行う（履修不要）。 

   上記資格を近日取得予定であっても、履修登録時に取得できていなければ、履修が必要。 

※３ 後期開講科目。  
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コース別履修モデル 

２０２３年度以前入学生各コースモデルカリキュラム一覧 

 

  

コース 経済システム 経営マーケティング 会計ファイナンス 国際ビジネス 総合情報

マクロ経済学 経営管理論 会計学入門 経営管理論 アルゴリズムとデータ構造

統計学 マネジメント史 簿記特講Ⅱ 企業論 プログラミング入門

会計学入門 企業論 中級簿記Ⅰ マクロ経済学 情報デザイン

データ分析 会計学入門 工業簿記 会計学入門 コンピュータグラフィックス

ファイナンス入門 国際経営論 ＦＰ実務演習Ⅱ 異文化コミュニケーション フィジカルコンピューティング

ファイナンス入門 TOEIC600 会計学入門

国際経営論

行動経済学 中小企業論 財務会計論 財務分析論 情報セキュリティ

社会心理学 経営組織論 原価計算論 TOEIC800 情報ネットワーク

データ分析 人的資源管理論 中級簿記Ⅱ 観光概論 プログラミング実践

財務分析論 経営戦略論 財務分析論

イノベーション論

財務分析論

金融論*1年配当科目 金融論*1年配当科目 金融論*1年配当科目 金融論*1年配当科目

国際経済学 マーケティング論 税務会計論 マーケティング論 データベース論

流通論 流通論 管理会計論 流通論 システム設計

国際経済学

１年生
後期

１年生
春期

２年生
前期

２年生
夏期

２年生
後期
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２０２４年度以降入学生各コースモデルカリキュラム一覧 
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ュ
ー

タ
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス

Ⅱ

金
融

論
*1

年
配

当
科

目
金

融
論

*1
年

配
当

科
目

金
融

論
*1

年
配

当
科

目
金

融
論

*1
年

配
当

科
目

財
務

分
析

論
財

務
分

析
論

国
際

経
済

学
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
税

務
会

計
論

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

論
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論

金
融

市
場

論
*
1

,2
年

配
当

科
目

流
通

論
管

理
会

計
論

流
通

論
シ

ス
テ

ム
設

計
消

費
者

心
理

学

国
際

経
営

論
金

融
市

場
論

*
1

,2
年

配
当

科
目

国
際

経
済

学

国
際

経
営

論

１
年

生
後

期

１
年

生
春

期

２
年

生
前

期

２
年

生
夏

期

２
年

生
後

期
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ユニット別開講科目一覧 

２０２４年度入学生 

ユニット 
１年生 ２年生 

前期 夏期集中 後期 春期集中 前期 後期 

大

学

編

入 

難関大学受験 
ＴＯＥＩＣ５００ 

基礎数学Ⅰ 
 

経営講読Ⅰ 

経済講読Ⅰ 

編入対策特講Ⅰ  

編入対策英語Ⅰ 

ＴＯＥＩＣ６００ 

基礎数学Ⅱ 

 

経営講読Ⅱ 

経済講読Ⅱ 

編入対策特講Ⅱ（小論文） 

編入対策英語Ⅱ 

ＴＯＥＩＣ８００ 

 

 

指定校推薦受験 

共通   編入対策特講Ⅰ    

経営・商 経営学総論      

経済 ミクロ経済学  マクロ経済学    

情報 情報処理概論      

会計 初級簿記      

資

格

就

職 

公務員 公務員試験対策講座 

ホテル・ブライダル  ホテル・ブライダル業界対策Ⅰ   ホテル・ブライダル業界対策Ⅱ    

医療事務 

 医療事務技能演習    

  
秘書学概論 

秘書学実務演習Ⅰ 
 秘書学実務演習Ⅱ  

登録販売者 登録販売者実務演習       

秘書 
ビジネス文書表現 

ビジネス実務マナー 
 

秘書学概論 

秘書学実務演習Ⅰ 
 

秘書学実務演習Ⅱ 

プレゼンテーション 
 

簿記 

初級簿記 

 

 

簿記特講Ⅰ 

 

 

簿記特講Ⅱ 

中級簿記Ⅰ 

工業簿記 

 

 

中級簿記Ⅱ 

原価計算論 

 

販売士 ビジネス実務マナー  販売実務    

ファイナンシャルプランニング技能士 ＦＰ実務演習Ⅰ   ＦＰ実務演習Ⅱ     

宅地建物取引士 宅建士実務演習Ⅰ 宅建士実務演習Ⅱ 宅建士実務演習Ⅲ     

日商ＰＣ 
文書処理技能演習 

ビジネス文書表現 
 表計算技能演習     

ＭＯＳ 文書処理技能演習  表計算技能演習     

ＩＴパスポート 
情報処理概論 

経営学総論 
 

システム総合特講Ⅰ 

会計学入門 
 

システム総合特講Ⅱ 

情報セキュリティ 
 

基本情報技術者 情報処理概論  

システム総合特講Ⅰ 

プログラミング入門 

アルゴリズムとデータ構造 

 

システム総合特講Ⅱ 

情報セキュリティ 

プログラミング実践 

 

情報セキュリティマネジメント  情報処理概論  システム総合特講Ⅰ  
システム総合特講Ⅱ 

情報セキュリティ 
 

ウェブデザイン技能士   
情報デザイン 

ウェブデザイン入門  
 

情報ネットワーク 

情報セキュリティ 
 

ＴＯＥＩＣ 
ＴＯＥＩＣ５００ 

 
 

ＴＯＥＩＣ５００ 

ＴＯＥＩＣ６００ 
 ＴＯＥＩＣ８００  
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２０２５年度入学生 

ユニット 
１年生 ２年生 

前期 夏期集中 後期 春期集中 前期 後期 

大

学

編

入 

難関大学受験 

 

 

 

 

ＴＯＥＩＣ５００ 

基礎数学Ⅰ 

 

 

 

 

ＴＯＥＩＣ５００ 

 

経営講読Ⅰ 

経済講読Ⅰ 

編入対策特講 

編入対策英語Ⅰ 

ＴＯＥＩＣ６００ 

基礎数学Ⅱ 

 

経営講読Ⅱ 

経済講読Ⅱ 

編入対策特講（小論文） 

編入対策英語Ⅱ  

ＴＯＥＩＣ８００ 

 

 

指定校推薦受験 

共通   編入対策特講    

経営・商 経営学総論      

経済 ミクロ経済学  マクロ経済学    

情報 情報処理概論      

会計 初級簿記      

資

格

就

職 

公務員 公務員試験対策講座 

ホテル・ブライダル  ホテル・ブライダル業界対策Ⅰ  ホテル・ブライダル業界対策Ⅱ    

医療事務 

 医療事務技能演習    

  
秘書学概論 

秘書学実務演習Ⅰ 
 秘書学実務演習Ⅱ  

登録販売者 登録販売者実務演習       

秘書 
ビジネス文書表現 

ビジネス実務マナー 
 

秘書学概論 

秘書学実務演習Ⅰ 
 

秘書学実務演習Ⅱ 

プレゼンテーション 
 

簿記 

初級簿記 

 

 

 

簿記特講Ⅰ 

 

 

 

簿記特講Ⅱ 

中級簿記Ⅰ 

中級簿記Ⅱ 

工業簿記 

 

 

中級簿記Ⅱ 

 

原価計算論 

 

販売士 ビジネス実務マナー  販売実務    

ファイナンシャルプランニング技能士 ＦＰ実務演習Ⅰ   ＦＰ実務演習Ⅱ     

宅地建物取引士 宅建士実務演習Ⅰ 宅建士実務演習Ⅱ 宅建士実務演習Ⅲ     

日商ＰＣ 
文書処理技能演習 

ビジネス文書表現 
 表計算技能演習     

ＭＯＳ 文書処理技能演習  表計算技能演習     

ＩＴパスポート 
情報処理概論 

経営学総論 
 

システム総合特講Ⅰ 

会計学入門 
 

システム総合特講Ⅱ 

情報セキュリティ 
 

基本情報技術者 情報処理概論  

システム総合特講Ⅰ 

プログラミング入門 

アルゴリズムとデータ構造 

 

システム総合特講Ⅱ 

情報セキュリティ 

プログラミング実践 

 

情報セキュリティマネジメント  情報処理概論  システム総合特講Ⅰ  
システム総合特講Ⅱ 

情報セキュリティ 
 

ウェブデザイン技能士   
情報デザイン 

ウェブデザイン入門  
 

情報ネットワーク 

情報セキュリティ 
 

ＴＯＥＩＣ ＴＯＥＩＣ５００ ＴＯＥＩＣ５００ ＴＯＥＩＣ６００  ＴＯＥＩＣ８００  
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一般財団法人全国大学実務教育協会（ＪＡＵＣＢ）が認定する資格について 

 

 検定試験等による資格とは異なり、京都経済短期大学の定めた科目を履修、修得すること

で誰でも授与される資格で、以下の４つの資格があります。 

 就職活動においても、履歴書の資格欄に取得見込みと書くことが出来ますので、面接試験

で自己アピールすることができます。 

 あなたの未来を、自身をもって、自分の力で切り拓いてください。 

 

 

１. 本学で取得可能な資格 

（１） 秘書士 

秘書としての技能とビジネス実務能力を身につけます。 

（２） ビジネス実務士 

経済社会で即戦力となれるビジネスプロの能力修得を目指します。 

（３） 情報処理士 

変革する社会へのアプローチ。業務の課題を解決するための最新の情報活用能力

を身につけます。 

（４） 上級情報処理士 

 インターネット活用、データ管理及び統計分析などを行う総合的な実践力を修得

し、高度な情報実務能力を発揮し、問題の発見と解決に貢献し、チームの機動力を

強化できる人材です。 

 

 

２. 資格取得までの流れ 

 

   次ページにある京都経済短期大学の規定の科目・単位を履修 

 《１０月頃》 

   取得要件を満たす見込みのある資格について、申請書類を記入、提出。 

   申請手数料を納付（１年後期時点で申請できるのは情報処理士のみ） 

 

 

必要単位数を履修・修得し、到達目標を達成する 

 

 

資格取得 

 

 《３月》資格認定証受け取り。 
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３. ＪＡＵＣＢカリキュラム 

（１）秘書士 ※は集中授業科目 

領域 
必修 

選択 

１年生 ２年生 

必要単位数 

前期 後期 前期 後期 

領域１ 

必修 基礎ゼミナール    
２単位 

以上 

１６ 

単位 

以上 

選択 
プロジェクト演習Ⅰ 

ヒューマン・コミュニケーション  

プロジェクト演習Ⅱ 

現代社会事情 

プロジェクト演習Ⅲ 

 

プロジェクト演習Ⅳ 

地域産業論 

領域２ 

必修  
秘書学概論 

秘書学実務演習Ⅰ 

 

秘書学実務演習Ⅱ 
 

２単位 

以上 

選択 

ビジネス実務マナー 

ビジネス文書表現 

文書処理技能演習 

ビジネスコミュニケーションスキル※ 

 

表計算技能演習 

文書処理技能演習 

 

プレゼンテーション 

 

 

 

 

領域３ 

必修  ゼミナールⅠ ゼミナールⅡ  

２単位 

以上 選択 

キャリアプランニングⅠ  

 

社会活動単位認定制度 

キャリアプランニングⅡ 

キャリアプランニング特講※ 

社会活動単位認定制度 

キャリアプランニングⅢ 

 

社会活動単位認定制度 

 

社会活動単位認定制度 

 

（２）ビジネス実務士 「商学」「情報管理論」は不開講 ※は集中授業科目 

領域 
必修 

選択 

１年生 ２年生 

必要単位数 

前期 後期 前期 後期 

領域１ 

必修 基礎ゼミナール    

２単位 

以上 

１０ 

単位 

以上 

選択 

必修 

プロジェクト演習Ⅰ 

キャリアプランニングⅠ 

プロジェクト演習Ⅱ 

キャリアプランニングⅡ 

プロジェクト演習Ⅲ 

 

プロジェクト演習Ⅳ 

 

選択 
 

社会活動単位認定制度 

現代社会事項 

社会活動単位認定制度 

 

社会活動単位認定制度 

 

社会活動単位認定制度 

領域２ 

必修 

ビジネス文書表現 

ビジネス実務マナー 

文書処理技能演習 

ビジネス実務概論 

 

文書処理技能演習 

  

２単位 

以上 

選択 

経営学総論 

情報倫理 

ヒューマン・コミュニケーション 

ビジネスコミュニケーションスキル※ 

 

 

 

経営学総論 

経営管理論 

企業論 

会計学入門 

販売実務 

表計算技能演習 

 

中小企業論 

経営戦略論 

人的資源管理論 

原価計算論 

財務会計論※ 

経営組織論 

プレゼンテーション 

地域産業論 

マーケティング論 

流通論 

生産管理論 

 

 

 

領域３ 

選択 

必修 
 

ゼミナールⅠ 

 

ゼミナールⅡ 

 

ゼミナールⅢ 

 
２単位 

以上 
選択  キャリアプランニング特講※   
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（３）情報処理士 ※は集中授業科目 

領域 
必修 

選択 

１年生 ２年生 

必要単位数 

前期 後期 前期 後期 

領域１ 

必修 

情報処理概論 

文書処理技能演習 

基礎ゼミナール 

情報処理概論 

文書処理技能演習 

 

  
２単位 

以上 

１０ 

単位 

以上 

選択 
情報倫理 

 

ウェブデザインⅠ 

 

情報セキュリティ 

プレゼンテーション 
 

領域２ 

選択 

必修 
 プログラミング入門 情報ネットワーク  

２単位 

以上 

選択  
表計算技能演習 

 

プログラミング実践 

 

データベース論 

 

領域３ 

選択 

必修 
 

ゼミナールⅠ 

 

ゼミナールⅡ 

 

ゼミナールⅢ 

 

２単位 

以上 
選択 

キャリアプランニングⅠ 

 

プロジェクト演習Ⅰ 

社会活動単位認定制度 

キャリアプランニングⅡ 

キャリアプランニング特講※ 

プロジェクト演習Ⅱ 

社会活動単位認定制度 

 

 

プロジェクト演習Ⅲ 

社会活動単位認定制度 

 

 

プロジェクト演習Ⅳ 

社会活動単位認定制度 

 

（４）上級情報処理士 ※は集中授業科目 

領域 
必修 

選択 

１年生 ２年生 

必要単位数 

前期 後期 前期 後期 

領域１ 
必修 

情報処理概論 

文書処理技能演習 

基礎ゼミナール 

情報処理概論 

文書処理技能演習 

 

  ２単位 

以上 

２４ 

単位 

以上 

選択 情報倫理 ウェブデザインⅠ 情報セキュリティ  

領域２ 

必修  プログラミング入門   

４単位 

以上 

選択   情報ネットワーク  

選択 

必修 
 

表計算技能演習 

アルゴリズムとデータ構造 

プログラミング実践 

 

データベース論 

 

領域３ 

必修  ゼミナールⅠ ゼミナールⅡ ゼミナールⅢ 

２単位 

以上 選択 

 

キャリアプランニングⅠ 

 

プロジェクト演習Ⅰ 

社会活動単位認定制度 

 

キャリアプランニングⅡ 

キャリアプランニング特講※ 

プロジェクト演習Ⅱ 

社会活動単位認定制度 

プレゼンテーション 

 

 

プロジェクト演習Ⅲ 

社会活動単位認定制度 

 

 

 

プロジェクト演習Ⅳ 

社会活動単位認定制度 
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【資格検定対策科目】 

本学では、就職活動や将来を見据え、学生の資格取得を積極的に支援するため、以下の科

目を開講している。また２０１４年度より、指定した科目群の単位を修得することで、卒業

時に申請することができる、公的資格課程も設置している。 

これらの資格は、就職活動や実際に社会に出た後に役立つものであり、積極的に取得を目

指してほしい。特に就職関係科目と併せて履修することが望ましい。 

また、編入希望者であっても、編入後は単位修得と就職活動のために余裕が少なく、資格

取得のための学習時間が確保できない可能性がある。そのため、編入学希望であっても、積

極的な資格取得が望まれる。 

 

＜検定資格対策科目＞ 

資格 １年生前期 １年生後期 ２年生前期 ２年生後期 

ビジネス文書検定３級 ビジネス文書表現（前半）     

ビジネス実務マナー検定３級 ビジネス実務マナー（後半）    

秘書検定３級  秘書学実務演習Ⅰ   

秘書検定２級   秘書学実務演習Ⅱ  

医療事務作業補助者 

実務能力認定試験 
 医療事務技能演習（夏期～後期）   

登録販売者 登録販売者実務演習     

日商リテールマーケティング（販売士）検定３級   販売実務   

日商簿記検定３級 初級簿記 
簿記特講Ⅰ（夏期） 

簿記特講Ⅱ（前半） 
  

日商簿記検定２級 

（進度早いクラス） 
 

中級簿記Ⅰ（前半） ※ １ 

中級簿記Ⅱ（後半）※１ 

工業簿記※２ 

 

 

原価計算論※２ 

 

日商簿記検定２級 

（進度遅いクラス） 
 

中級簿記Ⅰ（後半）※１ 

工業簿記※２ 

中級簿記Ⅱ※１ 

原価計算論※２ 
 

宅地建物取引士資格試験  宅建士実務演習Ⅰ（後半）  
宅建士実務演習Ⅱ（夏期） 

宅建士実務演習Ⅲ（前半）  
  

３級ファイナンシャル•プランニング技能検定 ＦＰ実務演習Ⅰ ＦＰ実務演習Ⅱ   

日本語検定３級 日本語の技法    

ＴＯＥＩＣ ＴＯＥＩＣ５００ 
ＴＯＥＩＣ６００ 

ＴＯＥＩＣ５００（夏期）  

ＴＯＥＩＣ８００ 

ＴＯＥＩＣ６００ 
 

ＩＴパスポート試験  システム総合特講Ⅰ システム総合特講Ⅱ   

日商ＰＣ検定３級 

（文書作成） 
文書処理技能演習    

日商ＰＣ検定３級 

（データ活用） 
 表計算技能演習   

ウェブデザイン技能士  

システム総合特講Ⅰ 

情報デザイン 

ウェブデザインⅠ 

  

  ※１ 商業簿記 

  ※２ 工業簿記 
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社会活動単位認定制度•資格取得単位認定制度 

 

本学が掲げる「目指すべき学生像」の中にある「即戦力たる人間」の育成には、基礎的な

能力養成、社会性の涵養が重要である。これらの科目は、授業に出席し、教員より指示され

る課題に取り組むだけで単位修得することはできない。自ら課題を見つけ、積極的にチャレ

ンジすることが求められる。 

 

➢ 社会活動単位認定制度 

地域でのボランティア活動を通じて多様な価値観の人間と交流することによって、

社会性の向上を目指すと同時に、活動を通じて「地域社会の一員として活動することの

大切さ」を実践的に学ぶ科目である。単位認定のためには、２０時間以上の実践活動を

行い、申請を行うこと。 

 

＜申請方法＞ 

① 活動を実施 

認定対象活動を行い、活動状況を活動記録書に記入し、担当者に確認（押印）

してもらってください。 

② 活動を申請 

これまでの活動をレポートにまとめ（活動報告書）、活動記録書とともに各期

の締切期日までに提出してください。各期定期試験初日の１７時が期限。 

 

  申請期日と対象となる期間 

  前期申請 締め切り 前期定期試験初日 17 時 2025 年 7 月 28 日(月)17 時 

      認定対象となる活動期間 １年生 2025 年 4 月 1 日～7 月 28 日 17 時 

                  ２年生 2025 年 1 月 31 日～7 月 28 日 17 時 

 

  後期申請 締め切り 後期定期試験初日 17 時 2026 年 1 月 29 日(木)17 時 

  認定対象となる活動期間 １年生 2025 年 4 月 1 日～2026 年 1 月 29 日 17 時 

              ２年生 2025 年 1 月 31 日～2026 年 1 月 29 日 17 時 

 

➢ 資格取得単位認定制度 

検定資格を取得したことをもって、本学の単位を修得したと認定する科目である。単

位認定のためには、資格を取得し、必要な申請手続きを行う必要がある。入学前に対象

となる資格を取得している場合は、届出手続きのみで単位認定が行われる。 

認定される資格は別表の通りであるが、掲載されていない資格を取得し、単位認定を

希望する場合は、学生支援課にて確認しておく必要がある。ただし、本科目は本学の卒

業単位であるため、認定される資格は本学設置学科との関連性が必要である。また、全

国商業高等学校協会（全商）資格等、高校レベルの資格については認定されない。 

なお認定可能な資格には、合格に必要な学修時間や合格難易度等を踏まえて、３つの

基準が設定されている。また単位認定は、それぞれの基準において、卒業までに１資格

のみ可能（本制度にて認定可能な単位数は最大３単位）となっている。 

また本制度とは別に、特定の資格を取得し、申請することで、奨学金が支給される制

度（京都経済短期大学教育後援会 資格取得等支援奨学金）もある。 
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 ＜申請方法＞ 

① 検定の合格 

申請対象検定の合格証等をコピーしてください。（本学入学前に合格したも

のでも申請可能です） 

② 申請書類の提出 

申請書類に必要事項を記入した上、合格証等のコピーを添えて締切期限（各

期定期試験初日１７時）までに提出してください。 

 

＜認定資格一覧＞ 

資格名称 Ａ基準 Ｂ基準 Ｃ基準 

日商簿記検定 ３級 ２級 １級 

日商ＰＣ検定（文書作成） ３級以上 １級  

日商ＰＣ検定（データ活用） ３級以上 １級  

秘書検定 ３級 ２級以上  

ＴＯＥＩＣ L&R 公式テスト 400 以上 630 以上 800 以上 

Microsoft Office Specialist Word 取得   

Microsoft Office Specialist Excel 取得   

ビジネス文書検定 ３級 

両方取得 

  

ビジネス実務マナー検定   

ビジネス文書検定 ２級 １級  

ビジネス実務マナー検定 ２級 １級  

サービス接遇検定 ２級 １級  

ファイナンシャル•プランニング技能検定 ３級 ２級 １級 

ＩＴパスポート試験 取得   

基本情報技術者試験  取得※１ 取得※２ 

情報セキュリティマネジメント試験  取得  

ウェブデザイン技能検定 ３級 ２級 １級 

日商リテールマーケティング（販売士）検定 ３級 ２級 １級 

日本語検定 準２級以上 準１級以上  

日本語能力試験（留学生）  Ｎ１取得  

Ｊテスト（留学生） 800 以上 900 以上 930 以上 

宅地建物取引士   取得 

２級医療秘書実務能力認定試験 取得   

例）単位修得はより上位のものを優先とし、１回のみとなります（最大３単位まで） 

例１）Ａ基準資格を取得して申請した後、Ｂ基準資格を取得して申請した場合 

Ａ基準認定：１単位 Ｂ基準認定：１単位 ⇒ 合計２単位 

例２）Ａ基準資格を取得（申請）せず、Ｂ基準資格を取得して申請した場合 

Ｂ基準認定：２単位           ⇒ 合計２単位 

例３）Ａ基準資格を取得して申請した後、Ｃ基準資格を取得して申請した場合 

Ａ基準認定：１単位 Ｃ基準認定：２単位 ⇒ 合計３単位 

※１ ２０２０年３月までに取得した場合 

※２ ２０２０年４月以降に取得した場合 
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単位互換制度（大学コンソーシアム京都など） 

 

単位互換制度とは、他の大学・短期大学において修得した授業科目の単位を自大学の単位

として修得したものとみなされる制度です。 

本学の学生は、「大学コンソーシアム京都」という大学連携の団体に所属している学校等

の授業を受けることができます。 

 提供されている科目の内容、シラバスの確認や、登録等は、大学コンソーシアム京都のウ

ェブサイトを利用して行います。 

 

 大学コンソーシアム京都 単位互換事業のサイト 

 https://www.consortium.or.jp/project/tg/details 

 

 科目内容・レベルに関わらず、本学の卒業要件単位としては「総合科目」としてカウント

します。学則に定められている「１５単位」が本学での単位認定の上限です。 

 

 

＜登録の時期と流れ＞ 

 最初に京カレッジポータルサイトに登録 

 https://tg-kyoto.consortium.or.jp/ 

 ↓ 

出願手続 

 オンラインで出願後、出願票を学生支援課まで提出 

 

出願期間 

 前期 ４月１日（火）～４月２日（水） １７時まで 

 後期 ８月２９日（金）～９月１０日（水） １７時まで 

 

 ※前期の登録期間に、後期の科目の登録もする学校もあります。 

 ※後期の履修登録期間は、本学の夏休み中に設定されるので希望者は要注意。 

 ※原則として本学の授業が優先。 

 ※出願先の大学による選考あり。 

 ※履修が認められた科目については、必ず受講すること。 

 

 ※１回生前期は、本学の授業を最優先するため、単位互換制度の利用はお勧めしません。 

 

「広域単位互換制度」については、大学コンソーシアム京都のサイトをご覧ください。 
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「数理・データサイエンス・ＡＩ」教育プログラム 

 

➢ 「数理・データサイエンス・ＡＩ」教育プログラムとは 

「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度」（以下「認定制度」とい

う。）とは、デジタル時代の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・

ＡＩに関する、大学（短期大学含む）・高等専門学校（以下、「大学等」という。）の正

規の課程の教育プログラムのうち、一定の要件を満たした優れた教育プログラムを文

部科学大臣が認定／選定することによって、大学等が数理・データサイエンス・ＡＩ教

育に取組むことを後押しする制度です。 

京都経済短期大学は経営情報学科を設置し、高度情報化社会に対応した産業人の育

成に取り組んでおり、本プログラムへの申請を予定しています。２０２５年度は以下の

プログラムに定められた科目を修得したみなさんに、プログラム修了認定証を発行し

ます。 

 

➢ プログラムの目的 

京都経済短期大学では、高度情報化社会において活躍できる個性豊かな 21 世紀の

産業人の育成を目指し、日常の生活やビジネスの場で応用できる「数理・データサイエ

ンス・ＡＩ教育プログラム」を編成しています。 

 

➢ プログラムの名称 

京都経済短期大学 数理・データサイエンス教育プログラム 

 

➢ 対象 

２０２５年度以降入学生 

 

➢ プログラムの構成 

「情報処理概論」（２単位） 

「統計学」（２単位） 

 

➢ プログラムの修了要件 

「情報処理概論」（２単位）、「統計学」（２単位）、計４単位を取得すること。 

 

➢ プログラムの学修成果（学生が身につけられる能力） 

高度情報化社会において、様々なデータやＡＩ等のＩＣＴ技術を日常の生活やビジ

ネスの場で使いこなすための基礎的素養を身につける。 

① 現代社会において、データサイエンス・ＡＩの必要性を理解する。 

② データやＡＩが社会において活用されている事例を理解する。 

③ データやＡＩを扱う上での留意事項を理解し、適切な利用ができる。 

④ データを適切に収集・整理し、それらを分析し、活用するための基礎的な技術

を身につける。 
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➢ プログラム構成科目の授業内容  ※ 詳細は各科目のシラバスを参照 

科目名 担当教員 開講年次 単位数 授業の到達目標 授業の内容 

情報処理 

概論 

小路真木子 

森﨑巧一 

植田憲司 

１年次 ２単位 

ニュースなどで

見かける用語や、身

の回りにある機器

について、説明や適

切な利用ができる。 

コンピュータの仕

組みについて理解

し説明することが

できる。 

IT パスポート試

験の問題が解ける。 

世の中で利用されている

情報技術についての最新知

識と、コンピュータの仕組

みの基礎について学ぶ。レ

ベル的には IT パスポート

試験相当。今後学ぶ情報系

専門科目の概要紹介にもな

る。 

現代社会においては、誰

もがコンピュータやネット

ワークを利用し、情報処理

を行っている。その仕組み

や動向を知ることで、適切

かつ効果的な利用ができる

ようになることを目指す。 

統計学 岡村靖人 １年次 ２単位 

記述統計・推測統

計について理解で

きている。 

データの種類と

その表現方法を理

解できている。 

相関分析につい

て理解できている。 

記述統計・推測統計に関

する基礎的な内容について

紹介し，データを用いて実

証的に考える基礎を講義す

る。 

 

 

➢ スケジュール 

2025.04 前期履修登録 

2025.08 前期成績発表 

2025.09 後期履修登録 

2026.02 後期成績発表 

2026.03 プログラム修了認定証発行 
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実践カリキュラム 

 

【プロジェクト演習】 

プロジェクト演習とは、学生が自発的•自主的に組織、企画し、自らの計画と方向によ  

って運営し、本学の核となる授業を実践に活かしながら、自ら学び続ける力をつける学習活

動である。またその経過と成果を公表することによって本学の独自性を明らかにし、学生の

実務能力を伸張することを目的としている。 

そのため、毎回の授業に参加するだけでなく、授業時間外や学外において、様々な活動に

参加することが求められる。また、自ら課題を見つけ、その解決のために必要なことを学び、

具体的に行動することが求められる。 

プロジェクト演習は毎期登録することが可能となり、単位認定も各期に行われるが、その

科目特性上、できるだけ継続的に履修することが望ましい。 

なお、履修登録方法等は次の通りである。 

 

➢ 履修登録方法 

１）初回授業に参加し、説明を聞いた上で履修の可否を決め、担当教員に伝える。 

２）担当教員より履修が認められた場合は、履修の追加•訂正期間に学生支援課にて 

追加の手続を行う。 

※１ 参加者多数の場合は、選考を行う場合がある。 

※２ 説明を聞いた上で登録を行うため、通常の履修登録（Ｗｅｂ）では登録

できない。 

※３ 開講プロジェクトについてはシラバスより確認ができる。 

 

➢ ２０２５年度開講プロジェクト 

シラバスを参照 
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ＧＰＡについて 

 

ＧＰＡ（Grade Point Average）とは、成績評価を以下の計算式でスコア化した、成績

評価の平均値である。この数値が一定基準以上の場合は、次学期の登録単位数上限が緩和さ

れる（詳細は次項参照）。また、この数値が一定基準に満たない場合は、進級ができなかっ

たり、奨学金等の受給に影響があったりする場合がある。 

 

（Ｓ評価単位数×４）＋（Ａ評価単位数×３）＋（Ｂ評価単位数×２）＋（C 評価単位数×１） 

総修得単位数 

 

 

 

登録単位数の制限 

 

キャンパスガイドでも説明している通り、大学の学修は授業と自習の両方を行うことで

理解できる、高度な内容である。そのため、むやみに多くの科目を履修しても十分な学習時

間が取れず、修得すべき内容を理解することが困難である。そこで次の表のように、各期に

登録できる単位数に制限を設ける。 

なお、２年生後期は、既に卒業に必要な単位数を修得し、必修科目以外の履修をしない学

生がいるが、２年間の学修の完結となる科目を配置している時期であり、一定の学修をする

ことが求められる。 

 

＜登録単位数の制限一覧表＞ 

時   期 １年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期 

制限単位数 ２７単位 ２４単位 ２４単位 ２４単位 

ＧＰＡが 

基準以上の場合※ 
 ＋３単位 ＋３単位 ＋３単位 

※ １年生後期以降、その前学期末のＧＰＡが基準（２．７）以上の場合は、通常の制

限単位より３単位分多く（２７単位まで）登録可能。 
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卒業に必要な単位 

【２０２４年度以前入学生】 

◆一般学生 

 総合科目 語学科目 基礎教育科目 専門教育科目 

必修科目  総合基礎英語 

基礎ゼミナール 

ゼミナールⅠ 

ゼミナールⅡ 

ゼミナールⅢ 

文書処理技能演習★ 

 

選択必修科目   

経営学総論 

初級簿記 

情報処理概論 

ミクロ経済学 

 

中級簿記Ⅰ 

 

 

 

上記５科目のうち２科目以上修得 

卒業に 

必要な単位 

６単位以上 ４単位以上 ２０単位以上 １６単位以上 

 

２分野合計１２単位以上 

 

２分野合計４６単位以上 

６４単位以上 

 

◆留学生 

 総合科目 語学科目 基礎教育科目 専門教育科目 

必修科目 
日本事情Ⅰ〈留〉 

異文化コミュニケーション 

日本語Ⅰ〈留〉☆ 

日本語Ⅱ〈留〉 

日本語Ⅲ〈留〉 

基礎ゼミナール 

ゼミナールⅠ 

ゼミナールⅡ 

ゼミナールⅢ 

文書処理技能演習★ 

 

選択必修科目   

経営学総論 

初級簿記 

情報処理概論 

ミクロ経済学 

 

中級簿記Ⅰ 

 

 

 

上記５科目のうち２科目以上修得 

卒業に 

必要な単位 

６単位以上 ４単位以上 ２０単位以上 １６単位以上 

 

２分野合計１２単位以上 

 

２分野合計４６単位以上 

６４単位以上 

※ 卒業見込証明書は、原則として２年生の４月から発行する。なお、その時点で修得単位数が２０単位

未満の場合は発行しない。また、２年生後期履修登録時点で卒業の見込みが立たない場合も発行しな

い。 

★ 日商ＰＣ検定（文書処理）３級以上、または、Microsoft Office Specialist Word 一般レベルかエキ

スパートレベルを取得した者については、所定の申請を行うことで履修を免除し、単位認定を行う（資

格取得単位認定制度への同時申請は不可）。 

☆ 日本語能力試験Ｎ１を取得した者については、 所定の申請を行うことで履修を免除し、単位認定を行

う（資格取得単位認定制度への同時申請は不可）。 
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卒業に必要な単位 

【２０２５年度入学生】 

◆一般学生 

 総合科目 語学科目 基礎教育科目 専門教育科目 

必修科目  総合基礎英語 

基礎ゼミナール 

ゼミナールⅠ 

ゼミナールⅡ 

ゼミナールⅢ 

文書処理技能演習★ 

 

選択必修科目   

経営学総論 

初級簿記 

情報処理概論 

ミクロ経済学 

 

中級簿記Ⅰ 

 

 

 

上記５科目のうち２科目以上修得 

卒業に 

必要な単位 

６単位以上 ４単位以上 ２０単位以上 １６単位以上 

 

２分野合計１２単位以上 

 

２分野合計４６単位以上 

６４単位以上 

◆留学生 

 総合科目 語学科目 基礎教育科目 専門教育科目 

必修科目 
日本事情Ⅰ〈留〉 

異文化コミュニケーション 

日本語Ⅰ〈留〉☆ 

日本語Ⅱ〈留〉 

日本語Ⅲ〈留〉 

基礎ゼミナール 

ゼミナールⅠ 

ゼミナールⅡ 

ゼミナールⅢ 

文書処理技能演習★ 

 

選択必修科目   

経営学総論 

初級簿記 

情報処理概論 

ミクロ経済学 

簿記入門 

時事日本語〈留〉 

 

中級簿記Ⅰ 

 

 

 

上記７科目のうち２科目以上修得 

卒業に 

必要な単位 

６単位以上 ４単位以上 ２０単位以上 １６単位以上 

 

２分野合計１２単位以上 

 

２分野合計４６単位以上 

６４単位以上 

※ 卒業見込証明書は、原則として２年生の４月から発行する。なお、その時点で修得単位数が２０単位

未満の場合は発行しない。また、２年生後期履修登録時点で卒業の見込みが立たない場合も発行しな

い。 

★ 日商ＰＣ検定（文書処理）３級以上、または、Microsoft Office Specialist Word 一般レベルかエキ

スパートレベルを取得した者については、所定の申請を行うことで履修を免除し、単位認定を行う（資

格取得単位認定制度への同時申請は不可）。 

☆ 日本語能力試験Ｎ１を取得した者については、 所定の申請を行うことで履修を免除し、単位認定を行

う（資格取得単位認定制度への同時申請は不可）。 
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目指すべき学生像とカリキュラム（科目系統図） 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜
経

済
学

関
係

＞
＜

経
営

学
関

係
＞

＜
情

報
学

関
係

＞

・
国

際
経

済
学

・
生

産
管

理
論

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
論

・
金

融
市

場
論

・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
・

シ
ス

テ
ム

設
計

・
開

発
経

済
学

・
流

通
論

・
地

域
産

業
論

＜
心

理
関

係
＞

＜
会

計
学

関
係

＞
・

国
際

経
営

論
・

消
費

者
心

理
学

・
財

務
分

析
論

・
税

務
会

計
論

・
管

理
会

計
論

＜
経

済
学

関
係

＞
＜

経
営

学
関

係
＞

＜
情

報
学

関
係

＞

・
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
入

門
・

観
光

概
論

・
シ

ス
テ

ム
総

合
特

講
Ⅱ

・
デ

ー
タ

分
析

・
中

小
企

業
論

・
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

・
行

動
経

済
学

・
人

的
資

源
管

理
論

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ

・
経

営
組

織
論

・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

実
践

＜
会

計
学

関
係

＞
・

経
営

戦
略

論
・

ウ
ェ

ブ
デ

ザ
イ

ン
Ⅱ

・
中

級
簿

記
Ⅱ

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

論
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

・
原

価
計

算
論

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス

Ⅱ

・
財

務
会

計
論

＜
心

理
関

係
＞

・
社

会
心

理
学

＜
経

済
学

関
係

＞
＜

会
計

学
関

係
＞

＜
情

報
学

関
係

＞

・
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
入

門
・

会
計

学
入

門
・

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

と
デ

ー
タ

構
造

・
統

計
学

・
簿

記
入

門
・

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
入

門

・
デ

ー
タ

分
析

・
簿

記
特

講
Ⅰ

・
シ

ス
テ

ム
総

合
特

講
Ⅰ

・
マ

ク
ロ

経
済

学
・

簿
記

特
講

Ⅱ
・

情
報

デ
ザ

イ
ン

概
論

・
中

級
簿

記
Ⅰ

・
感

性
心

理
学

＜
経

営
学

関
係

＞
・

中
級

簿
記

Ⅱ
・

ウ
ェ

ブ
デ

ザ
イ

ン
Ⅰ

・
企

業
論

・
工

業
簿

記
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ス
Ⅰ

・
経

営
管

理
論

・
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
史

＜
心

理
関

係
＞

・
心

理
学

　
　

・
基

礎
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

・
日

本
語

の
技

法

・
総

合
科

目

・
語

学
科

目

・
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

科
目

・
資

格
関

係
科

目

・
資

格
取

得
単

位
認

定
制

度

＜
目

指
す

べ
き

学
生

像
と

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

＞
自

分
自

身
を

客
観

的
に

捉
え

、
知

的
探

究
心

と
明

確
な

職
業

意
識

を
も

っ
て

目
の

前
の

問
題

に
積

極
的

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
、

常
に

即
戦

力
た

る
人

間
と

し
て

仕
事

を
通

じ
た

社
会

貢
献

の
で

き
る

人
間

基
礎

的
学

力
専

門
性

社
会

性
社

会
に

お
け

る
実

践
力

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅲ

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅰ

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅱ

専
門

知
識

専
門

知
識

専
門

知
識

幅
広

い
教

養

基
礎

的
な

学
習

能

・
初

級
簿

記

・
金

融
論

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

概
論

（
・

時
事

日
本

語
〈

留
〉

）

経
営

能
力

・
情

報
処

理
概

論

情
報

処
理

能
力

・
経

営
学

総
論

・
現

代
社

会
事

情

・
ミ

ク
ロ

経
済

学

ビ
ジ

ネ
ス

社
会

の
基

礎
知

識
・

キ
ャ

リ
ア

実
践

活
動

単
位

認
定

制
度

・
資

格
関

係
科

目

・
数

的
処

理
入

門

就
職

対
策

・
ヒ

ュ
ー

マ
ン

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

・
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
Ⅰ

キ
ャ

リ
ア

基
礎

・
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
Ⅱ

・
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
特

講

就
職

対
策

・
ビ

ジ
ネ

ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

キ
ャ

リ
ア

実
践

・
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
Ⅲ

・
就

職
試

験
対

策
（

Ｓ
Ｐ

Ｉ
）

・
資

格
関

係
科

目

就
職

対
策

プ ロ ジ ェ ク ト 演 習

社
会

活
動

単
位

認
定

制
度

・
秘

書
学

概
論

・
秘

書
学

実
務

演
習

Ⅰ

・
ビ

ジ
ネ

ス
実

務
概

論

・
販

売
実

務

Ｊ
Ａ

Ｕ
Ｃ

Ｂ

・
秘

書
学

実
務

演
習

Ⅱ

Ｊ
Ａ

Ｕ
Ｃ

Ｂ

１
年

次

前
期

１
年

次

後
期

２
年

次

前
期

２
年

次

後
期

基 礎 理 論 ・ 知 識 を 学 ぶ基 礎 理 論 ・ 知 識 を 応 用 す る新 た な チ ャ レ ン ジ を す る
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ナンバリング 

授業科目に科目区分、分野•レベル等に応じて特定のコード•ナンバーを付与し、履修要

項•シラバス等に記載している。体系的な教育プログラムの実現を目的とし、学びたい分野

についてナンバリングを確認し、レベル等の把握や体系的に学修していけるような履修計

画を立てるようにしましょう。 

【ナンバリング表】 

科目区分 学問分野 水準 

   

※例：基礎ゼミナール 基共 01 ※レベル（水準）を ０１の場合 

■科目区分 

科目区分 コード 

総合科目 総 

語学科目 語 

基礎教育科目 基 

専門教育科目 専 

■分野 

学問分野 コード 

共通 共 

経営 営 

経済 済 

会計 会 

情報 情 

心理 心 

語学 語 

実践 実 

留学生 留 

資格 資 

キャリア キ 

編入学 編 

■レベル（水準） 

科目区分 コード 

入学前レベル ００ 

基礎的、入門レベル ０１ 

発展的、応用レベル ０２ 

実践的、専門レベル ０３ 
  

「シラバス」は、講義概要•到達目標•授業内容•テキスト•参考文献•評価方法

などについて記した授業計画書のことで、どの科目を履修するかを決める際や受講時

の学修確認等に利用する重要な手引きです。Ｗｅｂシラバスとともに熟読のうえ、１

年間の履修計画を立ててください。特に、前期•後期の履修時には、モデルコースや

卒業要件の確認を併せて行い、履修もれのないようにしてください。 

なお、履修に関することは、その都度ガイダンスや掲示によって、詳細な説明や提

出書類などを指示しますので、各自で確認してください。 
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＜総合科目＞ 

 

 

 

 

分
野

ナ
ン

バ

リ
ン

グ
科

目
名

必
修

選
択

等

卒
業

要
件

進
路

配
当

年
次

開
講

時
期

単
位

数

制
限

人
数

担
当

者
備

　
　

考

総
合

総
共

0
0

数
的

処
理

入
門

選
択

非
要

卒
就

職
全

前
期

2
伊

藤
　

宏
聡

総
合

総
共

0
1

ス
ポ

ー
ツ

Ⅰ
選

択
要

卒
全

前
期

1
4

0
岩

倉
　

真
紀

子
人

数
超

過
の

場
合

は
抽

選
。

総
合

総
共

0
1

ス
ポ

ー
ツ

Ⅱ
選

択
要

卒
全

後
期

1
4

0
岩

倉
　

真
紀

子
人

数
超

過
の

場
合

は
抽

選
。

総
合

総
共

0
1

基
礎

数
学

Ⅰ
選

択
要

卒
全

前
期

2
鰐

部
　

拓
郎

総
合

総
共

0
2

基
礎

数
学

Ⅱ
選

択
要

卒
全

後
期

2
鰐

部
　

拓
郎

総
合

総
共

0
1

ヒ
ュ

ー
マ

ン
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
選

択
要

卒
全

前
期

2
佐

藤
　

泰
子

総
合

総
共

0
1

日
本

語
の

技
法

選
択

要
卒

全
前

期
1

5
0

～
5

5
植

村
　

健
志

日
本

語
検

定
（

６
月

実
施

）
の

３
級

程
度

の
能

力
を

養
成

。

人
数

超
過

の
場

合
は

抽
選

。

総
合

総
共

0
1

生
命

と
環

境
選

択
要

卒
全

前
期

2
西

川
　

完
途

高
校

程
度

の
基

本
的

な
生

物
学

の
知

識
が

あ
る

と
望

ま
し

い
。

総
合

総
共

0
1

ア
ー

ト
と

デ
ザ

イ
ン

選
択

要
卒

全
前

期
2

5
0

程
度

森
﨑

　
巧

一
「

情
報

処
理

概
論

」
の

履
修

が
望

ま
し

い

総
合

総
共

0
1

情
報

と
文

化
選

択
要

卒
全

前
期

2
植

田
　

憲
司

総
合

総
共

0
1

京
都

学
概

論
選

択
要

卒
全

前
期

2
伊

藤
　

一
彦

京
都

・
観

光
文

化
検

定
試

験
の

取
得

を
目

指
す

。

総
合

総
共

0
1

臨
床

人
間

学
選

択
要

卒
全

後
期

2
佐

藤
　

泰
子

「
ヒ

ュ
ー

マ
ン

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
を

履
修

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

総
合

総
共

0
1

自
然

科
学

概
論

選
択

要
卒

全
後

期
2

小
路

　
真

木
子

総
合

総
共

0
1

日
常

の
法

律
選

択
要

卒
全

後
期

2
北

野
　

隆
志

総
合

総
共

0
1

社
会

学
入

門
選

択
要

卒
全

後
期

2
藤

田
　

博
文

総
合

総
共

0
1

現
代

社
会

と
宗

教
選

択
要

卒
全

後
期

2
江

　
優

子

総
合

総
共

0
2

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

選
択

要
卒

全
夏

期
2

高
田

　
誠

全
出

席
（

病
欠

を
除

く
）

す
る

こ
と

。
旧

科
目

名
「

日
本

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」

総
合

総
共

0
2

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
選

択
要

卒
2

前
期

2
3

0
黒

川
　

マ
キ

人
数

超
過

の
場

合
は

抽
選

。

総
合

総
情

0
1

情
報

倫
理

選
択

要
卒

全
前

期
2

辛
　

在
卿

総
合

総
資

0
1

ビ
ジ

ネ
ス

文
書

表
現

選
択

要
卒

全
前

期
前

半
1

上
田

　
玲

子

大
﨑

　
梨

加

中
島

　
亜

季

中
森

　
あ

ゆ
み

週
２

回
の

授
業

を
履

修
す

る
こ

と
。

指
定

さ
れ

た
ク

ラ
ス

に
て

履
修

す
る

こ
と

。

「
ビ

ジ
ネ

ス
実

務
マ

ナ
ー

」
を

あ
わ

せ
て

履
修

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

総
合

総
資

0
1

ビ
ジ

ネ
ス

実
務

マ
ナ

ー
選

択
要

卒
全

前
期

後
半

1

上
田

　
玲

子

大
﨑

　
梨

加

中
島

　
亜

季

中
森

　
あ

ゆ
み

週
２

回
の

授
業

を
履

修
す

る
こ

と
。

指
定

さ
れ

た
ク

ラ
ス

に
て

履
修

す
る

こ
と

。

「
ビ

ジ
ネ

ス
文

書
表

現
」

を
あ

わ
せ

て
履

修
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

総
合

総
資

0
1

秘
書

学
概

論
選

択
非

要
卒

1
後

期
2

野
山

　
知

子

総
合

総
資

0
1

秘
書

学
実

務
演

習
Ⅰ

選
択

非
要

卒
1

後
期

1
野

山
　

知
子

総
合

総
資

0
2

秘
書

学
実

務
演

習
Ⅱ

選
択

非
要

卒
2

前
期

1
野

山
　

知
子

「
秘

書
学

実
務

演
習

Ⅰ
」

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

総
合

総
資

0
1

ビ
ジ

ネ
ス

実
務

概
論

選
択

要
卒

1
後

期
2

野
山

　
知

子
2

0
2

4
年

度
以

前
単

位
修

得
者

は
非

要
卒

科
目

。

総
合

総
資

0
1

販
売

実
務

選
択

非
要

卒
全

後
期

1
佐

藤
　

悦
弘

総
合

総
資

0
1

医
療

事
務

技
能

演
習

選
択

非
要

卒
全

夏
期

～
後

期
2

中
川

　
直

子
夏

期
集

中
期

間
よ

り
開

始
。
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分
野

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

科
目

名
必

修
選

択
等

卒
業

要
件

進
路

配
当

年
次

開
講

時
期

単
位 数

制
限

人
数

担
当

者
備

　
　

考

総
合

総
資

0
1

登
録

販
売

者
実

務
演

習
選

択
非

要
卒

全
前

期
1

山
﨑

　
優

香
登

録
販

売
者

試
験

受
験

希
望

者
。

前
期

途
中

よ
り

開
講

。

総
合

総
資

0
2

Ｆ
Ｐ

実
務

演
習

Ⅰ
選

択
非

要
卒

全
前

期
1

山
川

　
義

裕

総
合

総
資

0
2

Ｆ
Ｐ

実
務

演
習

Ⅱ
選

択
非

要
卒

全
後

期
1

山
川

　
義

裕

総
合

総
資

0
2

宅
建

士
実

務
演

習
Ⅰ

選
択

非
要

卒
全

前
期

後
半

1
末

廣
　

昭
宅

建
試

験
受

験
希

望
者

。

総
合

総
資

0
2

宅
建

士
実

務
演

習
Ⅱ

選
択

非
要

卒
全

夏
期

集
中

1
末

廣
　

昭
宅

建
試

験
受

験
希

望
者

。

総
合

総
資

0
2

宅
建

士
実

務
演

習
Ⅲ

選
択

非
要

卒
全

夏
期

～
後

期
前

半
1

末
廣

　
昭

宅
建

試
験

受
験

希
望

者
。

夏
期

集
中

期
間

か
ら

後
期

前
半

に
か

け
て

開
講

。

総
合

総
キ

0
1

就
職

試
験

対
策

(Ｓ
Ｐ

Ｉ
)

選
択

非
要

卒
就

職
2

前
期

前
半

1
川

島
　

将
希

総
合

総
キ

0
1

ホ
テ

ル
・

ブ
ラ

イ
ダ

ル
業

界
対

策
Ⅰ

選
択

非
要

卒
就

職
全

夏
期

集
中

1
藤

島
　

久
美

子
吉

田
　

美
樹

中
　

可
子

総
合

総
キ

0
2

ホ
テ

ル
・

ブ
ラ

イ
ダ

ル
業

界
対

策
Ⅱ

選
択

非
要

卒
就

職
全

後
期

～
春

期
1

藤
島

　
久

美
子

吉
田

　
美

樹
中

　
可

子
後

期
（

隔
週

）
～

春
期

集
中

期
間

に
か

け
て

開
講

。

総
合

総
共

0
2

社
会

活
動

単
位

認
定

制
度

選
択

要
卒

全
前

期
・

後
期

1
参

加
予

定
の

活
動

が
対

象
と

な
る

か
、

事
前

に
学

生
支

援
課

に
て

確
認

す
る

こ
と

。

総
合

総
共

0
2

資
格

取
得

単
位

認
定

制
度

選
択

要
卒

全
前

期
・

後
期

1
～

3
詳

細
は

履
修

要
項

1
5

ペ
ー

ジ
を

参
照

す
る

こ
と

。

総
合

総
キ

0
2

キ
ャ

リ
ア

実
践

活
動

単
位

認
定

制
度

選
択

要
卒

就
職

全
夏

期
～

後
期

1
小

島
　

理
沙

夏
期

集
中

期
間

よ
り

開
始

。

「
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
Ⅰ

・
Ⅱ

・
（

Ⅲ
）

」
を

履
修

す
る

こ
と

。

総
合

総
留

0
1

日
本

事
情

Ⅰ
〈

留
〉

留
：

必
修

要
卒

1
前

期
1

王
　

培
英

一
般

学
生

は
履

修
不

可
。

総
合

総
留

0
2

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

一
：

選
択

留
：

必
修

要
卒

全
前

期
1

河
口

　
和

範
留

学
生

は
必

修
科

目
。

一
般

学
生

は
履

修
登

録
時

に
選

考
を

行
う

（
一

般
学

生
は

留
学

生
人

数

に
対

し
て

そ
の

倍
程

度
と

し
ま

す
）

。

一
般

学
生

は
留

学
生

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

率
先

し
て

参
加

で
き

る
学

生
を

求
め

る
。

総
合

単
位

互
換

選
択

要
卒

全
1

5
単

位
ま

で
認

定

総
合

経
営

情
報

学
科

特
講

選
択

要
卒

不
開

講

総
合

国
際

文
化

交
流

史
選

択
要

卒
不

開
講

総
合

就
職

試
験

対
策

(Ｓ
Ｐ

Ｉ
)Ｂ

選
択

要
卒

不
開

講

総
合

学
生

活
動

単
位

認
定

制
度

選
択

要
卒

不
開

講

総
合

公
務

員
試

験
対

策
Ａ

選
択

非
要

卒
不

開
講

総
合

公
務

員
試

験
対

策
Ｂ

選
択

非
要

卒
不

開
講

総
合

公
務

員
試

験
対

策
Ｃ

選
択

非
要

卒
不

開
講

総
合

公
務

員
試

験
対

策
Ｄ

選
択

非
要

卒
不

開
講

総
合

公
務

員
試

験
対

策
Ｅ

選
択

非
要

卒
不

開
講

総
合

大
学

総
合

学
習

Ⅰ
選

択
要

卒
不

開
講

総
合

大
学

総
合

学
習

Ⅱ
選

択
要

卒
不

開
講
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＜語学科目＞ 

 

 

 

 

分
野

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

科
目

名
必

修
選

択
等

卒
業

要
件

進
路

配
当

年
次

開
講

時
期

単
位

数
制

限
人

数
担

当
者

備
　

　
考

語
学

語
語

0
0

総
合

基
礎

英
語

一
：

必
修

留
：

選
択

要
卒

1
前

期
1

片
山

　
康

彦

松
田

　
美

樹
加

納
　

築

平
井

　
清

司

一
般

学
生

は
必

修
。

入
学

前
（

入
学

時
）

に
実

施
し

た
T

O
E

IC
 B

ri
d
g
e
の

結
果

で
ク

ラ
ス

分
け

を
行

う
。

指
定

さ
れ

た
ク

ラ
ス

で
履

修
す

る
こ

と
。

語
学

語
語

0
1

英
語

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
選

択
要

卒
全

後
期

1
各

3
0

片
山

　
康

彦

松
田

　
美

樹
平

井
　

清
司

原
則

と
し

て
「

イ
」

ク
ラ

ス
は

１
年

前
期

の
「

総
合

基
礎

英
語

」
「

イ
」

ま
た

は
「

ロ
」

ク
ラ

ス
を

履
修

し
た

学
生

を
、

「
ロ

、
ハ

、
ニ

」
ク

ラ
ス

は
１

年
前

期
の

「
総

合
基

礎
英

語
」

「
ハ

～
チ

」
ク

ラ
ス

を
履

修
し

た
学

生
を

対
象

と
し

ま
す

。

指
定

さ
れ

た
ク

ラ
ス

で
履

修
す

る
こ

と
。

語
学

語
語

0
2

英
会

話
Ⅰ

選
択

要
卒

全
前

期
1

2
2

ブ
ラ

イ
ア

ン

中
学

校
卒

業
レ

ベ
ル

の
基

礎
文

法
及

び
語

彙
力

を
身

に
付

け
て

い
て

、
さ

ら
に

実
践

的
な

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

基
礎

を
身

に
つ

け
た

い
学

生
が

望
ま

し
い

。

人
数

超
過

の
場

合
は

、
入

学
前

（
入

学
時

）
に

実
施

し
た

T
O

E
IC

 B
ri
d
g
e
の

成
績

を
参

考
に

し
て

選
考

し
ま

す
。

語
学

語
語

0
2

英
会

話
Ⅱ

選
択

要
卒

全
後

期
1

2
2

ブ
ラ

イ
ア

ン

前
期

に
「

英
会

話
Ⅰ

」
を

履
修

し
て

い
て

、
さ

ら
な

る
実

践
的

な
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
身

に
つ

け
た

い
学

生
で

あ
る

こ
と

。
「

英
会

話
Ⅰ

」
を

履
修

し
て

い
な

い
場

合
は

、
高

校
卒

業
程

度
の

英
語

力
（

T
O

E
IC

4
0

0
以

上
、

英
検

準
2

級
程

度
）

を
有

し
、

さ
ら

に
実

践

的
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
身

に
つ

け
た

い
と

い
う

強
い

意
志

が
あ

る
こ

と
。

履
修

学
生

の
学

年
は

問
わ

な
い

。

語
学

語
資

0
2

T
O

E
IC

5
0

0
選

択
非

要
卒

1
前

期
・

夏
期

1
3

0
片

山
　

康
彦

2
0

2
5

年
度

以
降

、
本

学
の

要
卒

単
位

と
し

て
認

定
し

な
い

。

基
礎

的
な

英
語

力
（

日
本

実
用

英
語

検
定

3
級

～
準

2
級

以
上

の
レ

ベ
ル

）
が

あ
り

、
将

来
就

職
や

四
年

制
大

学
編

入
を

目
指

し
た

り
す

る
上

で
T

O
E

IC
の

試
験

を
受

け
る

可
能

性
が

あ
る

1

年
生

を
対

象
と

す
る

。

入
学

前
（

入
学

時
）

に
受

験
し

た
T

O
E

IC
 B

ri
d
g
e
の

成
績

等
を

参
考

に
し

て
ク

ラ
ス

を
編

成

す
る

。

語
学

語
資

0
2

T
O

E
IC

6
0

0
選

択
非

要
卒

1
後

期
1

2
0

片
山

　
康

彦

2
0

2
5

年
度

以
降

、
本

学
の

要
卒

単
位

と
し

て
認

定
し

な
い

。

1
年

生
前

期
で

「
T

O
E

IC
5

0
0

」
の

単
位

を
修

得
し

て
い

る
1

年
生

を
対

象
と

す
る

。
就

職
や

四
年

制
大

学
編

入
を

目
指

し
た

り
す

る
上

で
T

O
E

IC
の

試
験

を
受

け
る

必
要

が
あ

り
、

受
講

期
間

中
に

T
O

E
IC

の
公

式
試

験
を

受
験

す
る

こ
と

が
前

提
の

講
座

。
そ

れ
以

外
の

履
修

希
望

者
は

、
履

修
登

録
前

に
担

当
者

に
相

談
し

許
可

を
得

る
こ

と
。

語
学

語
資

0
3

T
O

E
IC

8
0

0
選

択
非

要
卒

2
前

期
1

2
0

片
山

　
康

彦

2
0

2
5

年
度

以
降

、
本

学
の

要
卒

単
位

と
し

て
認

定
し

な
い

。

1
年

生
後

期
で

「
T

O
E

IC
6

0
0

」
の

単
位

を
修

得
し

て
い

る
学

生
を

対
象

と
す

る
。

将
来

就

職
や

四
年

制
大

学
編

入
を

目
指

し
た

り
す

る
上

で
T

O
E

IC
の

試
験

を
受

け
る

必
要

の
あ

る
学

生
が

対
象

。
受

講
期

間
中

に
T

O
E

IC
の

公
式

試
験

を
受

験
す

る
こ

と
が

前
提

。

語
学

語
語

0
2

英
語

リ
ス

ニ
ン

グ
特

講
選

択
要

卒
1

後
期

1
3

0
片

山
　

康
彦

原
則

と
し

て
1

年
生

を
対

象
（

優
先

）
と

す
る

。
基

礎
的

な
英

語
力

（
語

彙
力

、
文

法
力

、
読

解
力

）
が

あ
り

、
リ

ス
ニ

ン
グ

能
力

も
伸

ば
し

た
い

と
感

じ
て

い
る

学
生

の
受

講
が

望
ま

し

い
。

2
年

生
の

受
講

は
履

修
登

録
前

に
担

当
教

員
と

面
談

の
う

え
、

許
可

を
受

け
た

も
の

に
限

る
。

人
数

超
過

の
場

合
は

、
1

年
前

期
の

「
総

合
基

礎
英

語
」

の
成

績
等

に
よ

っ
て

選
考

す

る
。

語
学

語
語

0
1

エ
ン

ジ
ョ

イ
・

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
A

選
択

要
卒

全
前

期
1

4
5

近
藤

　
嘉

宏
人

数
超

過
の

場
合

は
抽

選
。

語
学

語
語

0
1

エ
ン

ジ
ョ

イ
・

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
B

選
択

要
卒

全
後

期
1

4
5

近
藤

　
嘉

宏
人

数
超

過
の

場
合

は
抽

選
。

語
学

語
語

0
2

キ
ャ

リ
ア

・
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

Ⅰ
選

択
要

卒
全

後
期

1
2

0
片

山
　

康
彦

日
本

実
用

英
語

検
定

準
2

級
ま

た
は

T
O

E
IC

4
0

0
点

レ
ベ

ル
以

上
の

学
生

が
望

ま
し

い
。

人
数

超
過

の
場

合
は

、
1

年
前

期
の

「
総

合
基

礎
英

語
」

の
成

績
等

に
よ

っ
て

選
考

す
る

。
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分
野

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

科
目

名
必

修
選

択
等

卒
業

要
件

進
路

配
当

年
次

開
講

時
期

単
位

数
制

限
人

数
担

当
者

備
　

　
考

語
学

語
語

0
2

キ
ャ

リ
ア

・
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

Ⅱ
選

択
要

卒
2

前
期

1
2

0
片

山
　

康
彦

原
則

と
し

て
、

１
年

生
後

期
で

「
キ

ャ
リ

ア
・

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
Ⅰ

」
の

単
位

を
修

得
し

た
学

生
を

対
象

と
す

る
。

生
の

英
語

を
題

材
に

す
る

講
義

な
の

で
、

日
本

実
用

英
語

検
定

2
級

ま
た

は
T

O
E

IC
5

0
0

点

レ
ベ

ル
以

上
の

学
生

が
望

ま
し

い
。

「
キ

ャ
リ

ア
・

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
Ⅰ

」
を

未
履

修
で

受
講

を
希

望
す

る
学

生
は

、
履

修
登

録
前

に
担

当
教

員
と

面
談

の
う

え
、

許
可

を
受

け
る

こ
と

。

人
数

超
過

の
場

合
は

、
そ

れ
ま

で
の

英
語

科
目

の
成

績
を

考
慮

し
て

選
考

す
る

。

語
学

語
語

0
1

基
礎

中
国

語
Ⅰ

選
択

要
卒

全
前

期
・

後
期

1
4

5
胡

　
康

康
人

数
超

過
の

場
合

は
抽

選
。

語
学

語
語

0
2

基
礎

中
国

語
Ⅱ

選
択

要
卒

全
後

期
1

4
5

胡
　

康
康

人
数

超
過

の
場

合
は

抽
選

。

語
学

語
語

0
1

朝
鮮

語
Ⅰ

選
択

要
卒

全
前

期
・

後
期

1
4

0
吉

川
　

絢
子

人
数

超
過

の
場

合
は

抽
選

。

語
学

語
語

0
2

朝
鮮

語
Ⅱ

選
択

要
卒

1
/
2

前
期

・
後

期
1

3
0

吉
川

　
絢

子
人

数
超

過
の

場
合

は
抽

選
。

「
朝

鮮
語

Ⅰ
」

と
の

同
時

履
修

は
不

可
。

語
学

語
語

0
1

ド
イ

ツ
語

Ⅰ
選

択
要

卒
全

前
期

・
後

期
1

4
5

加
納

　
築

人
数

超
過

の
場

合
は

抽
選

。

語
学

語
語

0
1

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅰ

選
択

要
卒

全
前

期
1

4
5

粟
野

　
広

雅
人

数
超

過
の

場
合

は
抽

選
。

語
学

語
語

0
2

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅱ

選
択

要
卒

全
後

期
1

4
5

粟
野

　
広

雅
人

数
超

過
の

場
合

は
抽

選
。

「
フ

ラ
ン

ス
語

Ⅰ
」

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

語
学

語
編

0
2

編
入

対
策

英
語

Ⅰ
選

択
非

要
卒

編
入

1
後

期
1

片
山

　
康

彦

国
公

立
大

学
や

産
近

仏
龍

レ
ベ

ル
以

上
の

私
立

大
学

を
一

般
入

試
で

受
験

す
る

人
（

英
語

の
学

力
試

験
対

策
が

必
要

な
人

）
を

対
象

と
し

た
講

座
。

特
に

履
修

制
限

は
な

い
で

す
が

、
教

材
の

レ
ベ

ル
が

高
い

た
め

、
「

総
合

基
礎

英
語

」
の

成
績

が
「

A
」

以
上

で
な

い
と

講
義

に
つ

い
て

い
く

の
が

難
し

い
こ

と
が

予
想

さ
れ

ま
す

。

語
学

語
編

0
2

編
入

対
策

英
語

Ⅱ
選

択
非

要
卒

編
入

2
前

期
1

片
山

　
康

彦

原
則

と
し

て
1

年
後

期
の

「
編

入
対

策
英

語
Ⅰ

」
の

単
位

を
修

得
し

た
学

生
を

対
象

と
す

る
。

国
公

立
大

学
や

産
近

仏
龍

レ
ベ

ル
以

上
の

私
立

大
学

を
一

般
入

試
で

受
験

す
る

人
（

英
語

の
学

力
試

験
対

策
が

必
要

な
人

）
を

対
象

と
し

た
講

座
。

そ
れ

以
外

の
履

修
希

望
者

は
、

履
修

登
録

前
に

担
当

者
に

相
談

し
許

可
を

得
る

こ
と

。

語
学

語
語

0
1

こ
と

ば
と

文
化

選
択

要
卒

全
前

期
1

山
本

　
晃

子

語
学

語
留

0
1

日
本

語
Ⅰ

〈
留

〉
留

：
必

修
要

卒
1

前
期

1
河

本
　

雅
一

一
般

学
生

は
履

修
不

可
。

指
定

さ
れ

た
ク

ラ
ス

で
履

修
す

る
こ

と
。

語
学

語
留

0
1

日
本

語
Ⅱ

〈
留

〉
留

：
必

修
要

卒
1

後
期

1
河

本
　

雅
一

行
本

　
則

夫

一
般

学
生

は
履

修
不

可
。

指
定

さ
れ

た
ク

ラ
ス

で
履

修
す

る
こ

と
。

語
学

語
留

0
2

日
本

語
Ⅲ

〈
留

〉
留

：
必

修
要

卒
2

前
期

1
河

本
　

雅
一

一
般

学
生

は
履

修
不

可
。

語
学

語
留

0
2

日
本

語
Ｎ

１
対

策
〈

留
〉

選
択

要
卒

1
後

期
1

河
本

　
雅

一
一

般
学

生
は

履
修

不
可

。

語
学

語
留

0
1

日
本

語
Ｎ

2
対

策
〈

留
〉

選
択

要
卒

1
後

期
1

行
本

　
則

夫
一

般
学

生
は

履
修

不
可

。

語
学

ビ
ジ

ネ
ス

・
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

Ⅰ
選

択
要

卒
不

開
講

語
学

ビ
ジ

ネ
ス

・
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

Ⅱ
選

択
要

卒
不

開
講

語
学

英
語

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

基
礎

選
択

要
卒

不
開

講

語
学

ド
イ

ツ
語

Ⅱ
選

択
要

卒
不

開
講

語
学

中
国

語
会

話
Ⅱ

選
択

要
卒

不
開

講

語
学

中
国

語
会

話
Ⅰ

選
択

要
卒

不
開

講

語
学

ロ
シ

ア
語

選
択

要
卒

不
開

講
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分
野

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

科
目

名
必

修
選

択
等

卒
業

要
件

進
路

配
当

年
次

開
講

時
期

単
位 数

制
限

人
数

担
当

者
備

　
　

考

基
礎

教
育

基
資

0
1

文
書

処
理

技
能

演
習

必
修

要
卒

全
前

期
・

後
期

1
各

4
2

内
田

　
由

美
岡

本
　

有
加

基
礎

教
育

基
資

0
1

表
計

算
技

能
演

習
必

履
修

要
卒

全
後

期
1

各
4

2
内

田
　

由
美

岡
本

　
有

加

基
礎

教
育

基
情

0
1

情
報

処
理

概
論

選
択

必
修

要
卒

1
前

期
・

後
期

2
小

路
　

真
木

子
森

﨑
　

巧
一

植
田

　
憲

司

基
礎

教
育

基
情

0
1

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

と
デ

ー
タ

構
造

選
択

要
卒

1
後

期
2

小
路

　
真

木
子

「
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

入
門

」
と

同
時

履
修

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

基
礎

教
育

基
情

0
1

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
入

門
選

択
要

卒
1

後
期

1
4

0
小

路
　

真
木

子
原

則
と

し
て

「
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
と

デ
ー

タ
構

造
」

を
同

時
履

修
す

る
こ

と
。

人
数

超
過

の
場

合
は

、
情

報
系

ゼ
ミ

の
学

生
を

優
先

し
、

残
り

は
抽

選
。

基
礎

教
育

基
情

0
1

情
報

デ
ザ

イ
ン

概
論

選
択

要
卒

1
後

期
2

3
0

程
度

森
﨑

　
巧

一

人
数

超
過

の
場

合
は

、
履

修
登

録
時

に
以

下
の

条
件

で
受

講
者

調
整

を
行

う
。

　
（

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
活

用
す

る
た

め
）

情
報

系
ゼ

ミ
所

属
学

生
を

優
先

。
次

に
「

情
報

処
理

概
論

」
「

ア
ー

ト
と

デ
ザ

イ
ン

」
の

ど
ち

ら
か

、
も

し
く

は
両

方
を

履
修

し
、

単
位

修
得

し
て

い
る

学
生

（
と

く
に

成
績

上
位

の
学

生
）

を
優

先
。

基
礎

教
育

基
情

0
2

ウ
ェ

ブ
デ

ザ
イ

ン
Ⅰ

選
択

要
卒

1
後

期
2

4
0

大
山

口
　

雅
原

　
光

弘
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
基

本
的

な
操

作
が

で
き

る
こ

と
。

「
情

報
処

理
概

論
」

の
履

修
が

望
ま

し
い

。

基
礎

教
育

基
営

0
1

経
営

学
総

論
選

択
必

修
要

卒
1

前
期

・
後

期
2

今
橋

　
裕

佐
藤

　
健

司
高

橋
　

和
志

基
礎

教
育

基
営

0
1

ソ
ー

シ
ャ

ル
ビ

ジ
ネ

ス
概

論
選

択
要

卒
1

前
期

2
並

木
　

州
太

朗

基
礎

教
育

基
営

0
1

観
光

概
論

選
択

要
卒

2
前

期
2

今
橋

  
裕

2
0

2
3

年
度

以
前

入
学

生
は

、
専

門
教

育
科

目
。

基
礎

教
育

基
共

0
1

現
代

社
会

事
情

選
択

要
卒

1
前

期
2

藤
田

  
博

文

基
礎

教
育

基
会

0
1

初
級

簿
記

選
択

必
修

要
卒

1
前

期
3

各
5

0

伏
見

　
康

子
清

水
　

由
美

子
船

橋
　

充
行

本
　

則
夫

和
田

　
博

志

人
数

超
過

の
場

合
は

、
事

前
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

簿
記

検
定

受
験

意
欲

の
高

い
学

生
を

優
先

す
る

。

基
礎

教
育

基
会

0
1

簿
記

入
門

一
：

選
択

留
：

選
択

必
修

要
卒

1
後

期
2

行
本

　
則

夫
「

経
営

学
総

論
」

の
履

修
が

望
ま

し
い

。

基
礎

教
育

基
会

0
1

簿
記

特
講

Ⅰ
選

択
要

卒
1

後
期

1
伏

見
　

康
子

和
田

　
博

志

下
記

、
い

ず
れ

か
の

条
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

・
「

初
級

簿
記

」
を

履
修

し
て

お
り

、
そ

の
内

容
を

理
解

し
て

い
る

こ
と

。

・
全

商
簿

記
2

級
以

上
を

取
得

し
て

い
る

な
ど

「
初

級
簿

記
」

レ
ベ

ル
の

知
識

を
有

し
て

い
る

こ
と

。

基
礎

教
育

基
会

0
1

会
計

学
入

門
選

択
要

卒
1

後
期

2
伏

見
　

康
子

「
初

級
簿

記
」

ま
た

は
「

中
級

簿
記

Ⅰ
」

、
「

経
営

学
総

論
」

の
履

修
が

望
ま

し
い

。

基
礎

教
育

基
済

0
1

ミ
ク

ロ
経

済
学

選
択

必
修

要
卒

1
前

期
2

髙
阪

　
勇

毅

基
礎

教
育

基
済

0
1

金
融

論
選

択
要

卒
1

前
期

2
髙

阪
　

勇
毅

2
0

2
3

年
度

以
前

入
学

生
は

、
専

門
教

育
科

目
。

基
礎

教
育

基
心

0
1

心
理

学
選

択
要

卒
1

前
期

・
後

期
2

岡
村

　
靖

人
安

藤
　

麻
紀

2
0

2
3

年
度

以
前

入
学

生
は

、
総

合
科

目
。

基
礎

教
育

基
留

0
1

時
事

日
本

語
〈

留
〉

留
：

選
択

必
修

要
卒

全
前

期
2

河
口

　
和

範
一

般
学

生
は

履
修

不
可
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分
野

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

科
目

名
必

修
選

択
等

卒
業

要
件

進
路

配
当

年
次

開
講

時
期

単
位 数

制
限

人
数

担
当

者
備

　
　

考

基
礎

教
育

基
キ

0
1

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

Ⅰ
必

履
修

要
卒

1
前

期
2

小
島

  
理

沙

基
礎

教
育

基
キ

0
1

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

Ⅱ
選

択
要

卒
就

職
1

後
期

2
池

田
　

潔
「

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

Ⅰ
」

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
年

生
で

就
職

を
希

望
し

て
い

る
方

　
※

　
編

入
を

希
望

し
て

い
る

方
も

編
入

後
の

就
職

を
考

え
て

履
修

す
る

こ
と

は
可

能
。

基
礎

教
育

基
キ

0
2

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

特
講

選
択

要
卒

就
職

1
後

期
2

藤
島

　
久

美
子

就
職

希
望

者
を

対
象

と
す

る
。

基
礎

教
育

基
キ

0
2

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

Ⅲ
選

択
要

卒
就

職
2

前
期

2
小

島
  

理
沙

「
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
Ⅰ

・
Ⅱ

」
を

履
修

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

基
礎

教
育

基
共

0
1

基
礎

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
必

修
要

卒
1

前
期

2
※

１
入

学
時

に
指

定
さ

れ
た

基
礎

ゼ
ミ

ク
ラ

ス
で

受
講

す
る

こ
と

。

基
礎

教
育

基
共

0
2

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅰ

必
修

要
卒

1
後

期
2

※
１

基
礎

教
育

基
共

0
3

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅱ

必
修

要
卒

2
前

期
2

※
２

基
礎

教
育

基
共

0
3

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅲ

必
修

要
卒

2
後

期
2

※
２

基
礎

教
育

基
済

環
境

学
入

門
選

択
要

卒
不

開
講

基
礎

教
育

基
共

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s概

論
選

択
要

卒
不

開
講

基
礎

教
育

基
情

0
1

ウ
ェ

ブ
デ

ザ
イ

ン
入

門
選

択
要

卒
不

開
講

基
礎

教
育

商
学

選
択

要
卒

不
開

講

基
礎

教
育

情
報

の
経

済
学

選
択

要
卒

不
開

講

※
１

　
今

橋
 裕

・
植

田
憲

司
・

岡
村

靖
人

・
加

藤
康

・
河

口
和

範
・

髙
阪

勇
毅

・
小

島
理

沙
・

佐
藤

健
司

・
小

路
真

木
子

・
高

橋
和

志
・

伏
見

康
子

・
森

﨑
巧

一
※

２
　

今
橋

裕
・

植
田

憲
司

・
岡

村
靖

人
・

加
藤

康
・

河
口

和
範

・
髙

阪
勇

毅
・

小
島

理
沙

・
近

藤
汐

美
・

小
路

真
木

子
・

高
橋

和
志

・
伏

見
康

子
・

森
﨑

巧
一
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＜専門教育科目＞ 

 

 

 

 

分
野

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

科
目

名
必

修
選

択
等

卒
業

要
件

進
路

配
当

年
次

開
講

時
期

単
位

数
制

限
人

数
担

当
者

備
　

　
考

専
門

教
育

専
情

0
1

シ
ス

テ
ム

総
合

特
講

Ⅰ
選

択
要

卒
1

後
期

2
辛

　
在

卿

専
門

教
育

専
情

0
1

シ
ス

テ
ム

総
合

特
講

Ⅱ
選

択
要

卒
2

前
期

2
辛

　
在

卿
「

シ
ス

テ
ム

総
合

特
講

Ⅰ
」

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

専
門

教
育

専
情

0
2

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

選
択

要
卒

2
前

期
2

小
路

　
真

木
子

「
情

報
処

理
概

論
」

の
単

位
を

修
得

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

専
門

教
育

専
情

0
2

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

選
択

要
卒

2
前

期
2

小
路

　
真

木
子

専
門

教
育

専
情

0
2

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
実

践
選

択
要

卒
2

前
期

2
4

8
大

山
口

　
雅

基
本

的
な

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
操

作
が

で
き

る
こ

と
。

専
門

教
育

専
情

0
3

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

論
選

択
要

卒
2

後
期

2
4

8
大

山
口

　
雅

基
本

的
な

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
操

作
が

で
き

る
こ

と
。

専
門

教
育

専
情

0
3

シ
ス

テ
ム

設
計

選
択

要
卒

2
後

期
2

4
8

大
山

口
　

雅
基

本
的

な
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

操
作

が
で

き
る

こ
と

。

専
門

教
育

専
情

0
3

感
性

心
理

学
選

択
要

卒
1

後
期

2
3

0
程

度
森

﨑
　

巧
一

人
数

超
過

の
場

合
は

、
履

修
登

録
時

に
以

下
の

条
件

で
受

講
者

調
整

を
行

う
。

　
（

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
活

用
す

る
た

め
）

情
報

系
ゼ

ミ
所

属
学

生
を

優
先

。
次

に
「

情
報

処
理

概
論

」
「

ア
ー

ト
と

デ
ザ

イ
ン

」
の

ど
ち

ら
か

、
も

し
く

は
両

方
を

履
修

し
、

単
位

修
得

し
て

い
る

学
生

（
と

く
に

成
績

上
位

の
学

生
）

を
優

先
。

専
門

教
育

専
情

0
2

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ス
Ⅰ

選
択

要
卒

1
後

期
2

各
3

0
程

度
植

田
　

憲
司

森
﨑

　
巧

一

人
数

超
過

の
場

合
は

、
履

修
登

録
時

に
以

下
の

条
件

で
受

講
者

調
整

を
行

う
。

　
情

報
系

ゼ
ミ

所
属

学
生

を
優

先
。

次
に

以
下

の
「

履
修

が
望

ま
し

い
科

目
」

の
ど

れ
か

（
ま

た
は

複
数

）
を

履
修

し
、

単
位

修
得

を
し

て
い

る
学

生
（

と
く

に
成

績
上

位
の

学
生

）
を

優

先
。

専
門

教
育

専
情

0
2

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

選
択

要
卒

2
前

期
2

3
0

程
度

森
﨑

　
巧

一

人
数

超
過

の
場

合
は

、
履

修
登

録
時

に
以

下
の

条
件

で
受

講
者

調
整

を
行

う
。

　
（

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
活

用
す

る
た

め
）

情
報

系
ゼ

ミ
所

属
学

生
を

優
先

。
次

に
「

情
報

処
理

概
論

」
「

ア
ー

ト
と

デ
ザ

イ
ン

」
の

ど
ち

ら
か

、
も

し
く

は
両

方
を

履
修

し
、

単
位

修
得

し
て

い
る

学
生

（
と

く
に

成
績

上
位

の
学

生
）

を
優

先
。

　
履

修
が

望
ま

し
い

科
目

：
「

情
報

処
理

概
論

」
「

ア
ー

ト
と

デ
ザ

イ
ン

」

「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス

」
「

情
報

デ
ザ

イ
ン

」

専
門

教
育

専
情

0
2

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

選
択

要
卒

1
後

期
2

2
0

植
田

　
憲

司
 

旧
科

目
名

：
「

フ
ィ

ジ
カ

ル
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

」

専
門

教
育

専
情

0
3

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ス
Ⅱ

選
択

要
卒

2
前

期
2

3
0

程
度

植
田

　
憲

司
吉

川
　

義
盛

人
数

超
過

の
場

合
は

、
履

修
登

録
時

に
以

下
の

条
件

で
調

整
を

行
う

。

　
・

「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス

」
を

履
修

済
、

　
　

　
成

績
上

位
の

学
生

を
優

先
。

　
・

情
報

・
デ

ザ
イ

ン
系

ゼ
ミ

（
総

合
情

報
コ

ー
ス

）
所

属
の

学
生

を
優

先
。

専
門

教
育

専
情

0
3

ウ
ェ

ブ
デ

ザ
イ

ン
Ⅱ

選
択

要
卒

2
前

期
2

4
0

原
　

光
弘

「
ウ

ェ
ブ

デ
ザ

イ
ン

Ⅰ
」

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

専
門

教
育

専
営

0
3

企
業

論
選

択
要

卒
1

後
期

2
加

藤
　

康

専
門

教
育

専
営

0
2

経
営

管
理

論
選

択
要

卒
1

後
期

2
佐

藤
　

健
司

奥
田

　
友

技
子

専
門

教
育

専
営

0
2

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

史
選

択
要

卒
1

後
期

2
佐

藤
　

健
司

奥
田

　
友

技
子

専
門

教
育

専
営

0
2

中
小

企
業

論
選

択
要

卒
2

前
期

2
加

藤
　

康

専
門

教
育

専
営

0
3

人
的

資
源

管
理

論
選

択
要

卒
2

前
期

2
佐

藤
　

健
司

奥
田

　
友

技
子

人
的

資
源

管
理

論
の

修
得

に
意

欲
と

情
熱

を
も

っ
て

取
り

組
め

る
人

。

専
門

教
育

専
営

0
2

経
営

組
織

論
選

択
要

卒
2

前
期

2
高

橋
　

和
志

専
門

教
育

専
営

0
2

経
営

戦
略

論
選

択
要

卒
2

前
期

2
霜

永
　

智
弘

専
門

教
育

専
営

0
3

生
産

管
理

論
選

択
要

卒
2

後
期

2
今

橋
　

裕
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分
野

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

科
目

名
必

修
選

択
等

卒
業

要
件

進
路

配
当

年
次

開
講

時
期

単
位

数
制

限
人

数
担

当
者

備
　

　
考

専
門

教
育

専
営

0
3

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

選
択

要
卒

2
後

期
2

大
橋

　
博

一

専
門

教
育

専
営

0
2

流
通

論
選

択
要

卒
2

後
期

2

専
門

教
育

専
営

0
2

地
域

産
業

論
選

択
要

卒
2

後
期

2
高

橋
　

和
志

専
門

教
育

専
営

0
3

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
論

選
択

要
卒

2
前

期
2

今
橋

　
裕

専
門

教
育

専
営

0
2

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ザ
イ

ン
論

選
択

要
卒

1
前

期
2

植
田

　
憲

司
 

旧
科

目
名

：
「

地
域

創
生

論
」

専
門

教
育

専
営

0
3

国
際

経
営

論
選

択
要

卒
2

後
期

2
今

橋
　

裕
「

経
営

学
総

論
」

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

専
門

教
育

専
会

0
2

簿
記

特
講

Ⅱ
選

択
要

卒
1

後
期

前
半

1

2
0

2
3

年
度

以
前

入
学

生
は

、
基

礎
教

育
科

目
。

原
則

と
し

て
、

以
下

の
２

つ
の

条
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

　
1

.「
初

級
簿

記
」

の
単

位
を

修
得

し
て

い
る

こ
と

、
ま

た
は

「
初

級
簿

記
（

日
商

簿
記

3

級
）

」
相

当
の

知
識

を
有

し
て

い
る

こ
と

。

　
2

.「
簿

記
特

講
Ⅰ

」
の

小
テ

ス
ト

で
一

定
の

点
数

を
と

っ
て

い
る

こ
と

。
未

履
修

の
学

生

は
、

実
力

テ
ス

ト
で

判
断

す
る

。

専
門

教
育

専
会

0
2

中
級

簿
記

Ⅰ
選

択
必

修
要

卒
1

後
期

前
半

2
伏

見
　

康
子

専
門

教
育

専
会

0
2

中
級

簿
記

Ⅰ
選

択
必

修
要

卒
1

後
期

後
半

2

専
門

教
育

専
会

0
3

中
級

簿
記

Ⅱ
選

択
要

卒
1

後
期

後
半

2
伏

見
　

康
子

専
門

教
育

専
会

0
3

中
級

簿
記

Ⅱ
選

択
要

卒
2

前
期

2
船

橋
　

充

専
門

教
育

専
会

0
2

工
業

簿
記

選
択

要
卒

1
後

期
2

近
藤

　
隆

史
会

計
学

，
商

業
簿

記
な

ど
の

簿
記

関
連

の
履

修
が

強
く

望
ま

れ
ま

す
。

専
門

教
育

専
会

0
2

原
価

計
算

論
選

択
要

卒
2

前
期

2
伊

藤
　

正
隆

「
初

級
簿

記
」

お
よ

び
「

工
業

簿
記

」
を

履
修

し
て

い
る

こ
と

。

専
門

教
育

専
会

0
3

財
務

会
計

論
選

択
要

卒
2

前
期

2
伏

見
　

康
子

原
則

と
し

て
、

「
会

計
学

入
門

」
を

修
得

し
、

か
つ

「
初

級
簿

記
」

ま
た

は
「

中
級

簿
記

Ⅰ
」

を
修

得
し

て
い

る
こ

と
。

専
門

教
育

専
会

0
2

財
務

分
析

論
選

択
要

卒
2

前
期

2
伊

藤
　

正
隆

「
初

級
簿

記
」

お
よ

び
「

会
計

学
入

門
」

を
履

修
済

み
で

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

専
門

教
育

専
会

0
3

税
務

会
計

論
選

択
要

卒
2

後
期

2
船

橋
　

充

①
「

初
級

簿
記

」
を

履
修

し
て

い
る

こ
と

。

②
「

中
級

簿
記

Ⅰ
」

の
履

修
を

し
て

い
る

こ
と

が
極

め
て

望
ま

し
い

。

　
※

履
修

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
い

が
、

「
中

級
簿

記
Ⅰ

」
の

理
解

を
前

提
と

し
て

い
る

た

め
、

当
該

科
目

の
履

修
を

し
て

い
な

い
場

合
は

、
シ

ラ
バ

ス
記

載
以

上
の

努
力

を
要

す
る

。

専
門

教
育

専
会

0
3

管
理

会
計

論
選

択
要

卒
2

後
期

2
伊

藤
　

正
隆

「
工

業
簿

記
」

お
よ

び
「

原
価

計
算

論
」

の
履

修
が

望
ま

し
い

。

専
門

教
育

専
済

0
1

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

入
門

選
択

要
卒

1
/
2

前
期

・
後

期
2

胡
　

韻
瀟

「
金

融
論

」
を

履
修

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

専
門

教
育

専
済

0
1

統
計

学
選

択
要

卒
1

後
期

2
岡

村
　

靖
人

専
門

教
育

専
済

0
1

デ
ー

タ
分

析
選

択
要

卒
1

/
2

前
期

・
後

期
2

3
5

岡
村

　
靖

人

こ
の

科
目

は
1

年
次

後
期

と
2

年
次

前
期

に
配

当
さ

れ
て

い
る

が
，

ど
ち

ら
も

同
じ

内
容

で
あ

る
。

人
数

超
過

の
場

合
は

，
「

統
計

学
」

の
履

修
経

験
が

あ
る

も
の

を
優

先
す

る
。

以
前

に
「

心
理

統
計

」
も

し
く

は
「

ビ
ジ

ネ
ス

統
計

」
の

単
位

を
修

得
し

た
も

の
は

履
修

で
き

な
い

。

専
門

教
育

専
済

0
2

マ
ク

ロ
経

済
学

選
択

要
卒

1
後

期
2

河
口

　
和

範
「

基
礎

数
学

Ⅰ
」

「
基

礎
数

学
Ⅱ

」
「

ミ
ク

ロ
経

済
学

」
を

履
修

し
て

い
る

こ
と

ま
た

は
同

時

履
修

が
望

ま
し

い
。

①
「

初
級

簿
記

」
を

単
位

修
得

し
、

「
簿

記
特

講
Ⅰ

」
「

簿
記

特
講

Ⅱ
」

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

は
、

日
商

簿
記

３
級

レ
ベ

ル
の

知
識

を
も

っ
て

い
る

こ
と

。

②
「

会
計

学
入

門
」

を
同

時
履

修
す

る
こ

と
。

①
「

初
級

簿
記

」
を

履
修

し
て

い
る

こ
と

。

②
「

中
級

簿
記

Ⅰ
」

の
履

修
を

し
て

い
る

こ
と

が
極

め
て

望
ま

し
い

。

※
　

履
修

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
い

が
、

「
中

級
簿

記
Ⅰ

」
の

理
解

を
前

提
と

し
て

い
る

た

め
、

当
該

科
目

の
履

修
を

し
て

い
な

い
場

合
は

、
シ

ラ
バ

ス
記

載
以

上
の

努
力

を
要

す
る

。
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者
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考

専
門

教
育

専
済

0
2

行
動

経
済

学
選

択
要

卒
2

前
期

2
髙

阪
　

勇
毅

専
門

教
育

専
済

0
2

国
際

経
済

学
選

択
要

卒
2

後
期

2
佐

藤
　

悦
弘

専
門

教
育

専
済

0
2

金
融

市
場

論
選

択
要

卒
2

後
期

2
髙

阪
　

勇
毅

「
金

融
論

」
修

得
1

年
生

履
修

可
。

専
門

教
育

専
済

0
2

開
発

経
済

学
選

択
要

卒
2

後
期

2
河

口
　

和
範

「
マ

ク
ロ

経
済

学
」

「
ミ

ク
ロ

経
済

学
」

「
行

動
経

済
学

」
「

統
計

学
」

な
ど

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
望

ま
し

い
。

専
門

教
育

専
営

0
2

経
営

英
書

講
読

Ⅰ
選

択
要

卒
1

後
期

2
加

藤
　

康

専
門

教
育

専
営

0
2

経
営

英
書

講
読

Ⅱ
選

択
要

卒
2

前
期

2
佐

藤
　

健
司

一
般

編
入

学
試

験
（

経
営

関
連

分
野

の
英

語
試

験
）

を
課

し
て

い
る

国
公

私
立

大
学

経
営

（
商

・
経

済
な

ど
）

学
部

・
学

科
の

受
験

を
予

定
し

て
い

る
人

。
経

営
分

野
の

英
書

講
読

に
関

心
を

持
ち

、
そ

れ
に

意
欲

的
に

取
り

組
も

う
と

思
っ

て
い

る
人

。
予

習
・

復
習

を
き

ち
ん

と
す

る
人

。

専
門

教
育

専
済

0
2

経
済

英
書

講
読

Ⅰ
選

択
要

卒
1

後
期

2
河

口
　

和
範

経
済

学
部

へ
の

大
学

編
入

希
望

し
て

い
る

学
生

。

「
ミ

ク
ロ

経
済

学
」

「
マ

ク
ロ

経
済

学
」

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
が

ま
た

は
同

時
履

修
が

望
ま

し
い

。

専
門

教
育

専
済

0
2

経
済

英
書

講
読

Ⅱ
選

択
要

卒
2

前
期

2
胡

　
韻

瀟
「

ミ
ク

ロ
経

済
学

」
「

マ
ク

ロ
経

済
学

」
「

経
済

講
読

Ⅰ
」

「
編

入
対

策
英

語
Ⅰ

」
を

履
修

し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

専
門

教
育

専
心

0
1

社
会

心
理

学
選

択
要

卒
2

前
期

2
岡

村
　

靖
人

専
門

教
育

専
心

0
1

消
費

者
心

理
学

選
択

要
卒

2
後

期
2

岡
村

　
靖

人
「

心
理

学
」

あ
る

い
は

「
社

会
心

理
学

」
の

履
修

経
験

が
あ

る
も

の
を

優
先

。

専
門

教
育

専
実

0
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅰ
選

択
要

卒
1

前
期

1
2

0
河

口
　

和
範

専
門

教
育

専
実

0
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅱ
選

択
要

卒
1

後
期

1
2

0
河

口
　

和
範

専
門

教
育

専
実

0
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅲ
選

択
要

卒
2

前
期

1
2

0
河

口
　

和
範

専
門

教
育

専
実

0
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅳ
選

択
要

卒
2

後
期

1
2

0
河

口
　

和
範

専
門

教
育

専
編

0
2

経
営

講
読

Ⅰ
選

択
非

要
卒

1
後

期
2

高
橋

　
和

志

専
門

教
育

専
編

0
3

経
営

講
読

Ⅱ
選

択
非

要
卒

2
前

期
2

霜
永

　
智

弘

専
門

教
育

専
編

0
2

経
済

講
読

Ⅰ
選

択
非

要
卒

1
後

期
2

杉
生

　
秀

司
「

基
礎

数
学

Ⅰ
・

Ⅱ
」

「
ミ

ク
ロ

経
済

学
」

「
マ

ク
ロ

経
済

学
」

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
、

ま

た
は

同
時

履
修

が
望

ま
し

い
。

専
門

教
育

専
編

0
3

経
済

講
読

Ⅱ
選

択
非

要
卒

2
前

期
2

杉
生

　
秀

司
四

年
制

大
学

へ
の

編
入

学
希

望
者

。

「
基

礎
数

学
Ⅰ

・
Ⅱ

」
「

ミ
ク

ロ
経

済
学

」
「

マ
ク

ロ
経

済
学

」
「

経
済

購
読

Ⅰ
」

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

専
門

教
育

専
編

0
1

編
入

対
策

特
講

選
択

非
要

卒
1

後
期

1
高

阪
　

勇
毅

高
橋

　
和

志

専
門

教
育

専
編

0
2

編
入

対
策

特
講

Ⅱ
（

小
論

文
）

選
択

非
要

卒
2

前
期

1
河

口
　

和
範

「
編

入
対

策
特

講
Ⅰ

」
を

履
修

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
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考

専
門

教
育

専
済

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
入

門
選

択
要

卒
不

開
講

専
門

教
育

専
済

環
境

倫
理

選
択

要
卒

不
開

講

専
門

教
育

専
済

社
会

政
策

論
選

択
要

卒
不

開
講

専
門

教
育

専
営

0
2

地
域

企
業

論
選

択
要

卒
不

開
講

専
門

教
育

専
心

0
2

心
理

統
計

選
択

要
卒

不
開

講

専
門

教
育

専
済

0
3

環
境

経
済

学
選

択
要

卒
不

開
講

専
門

教
育

専
済

0
2

情
報

管
理

論
選

択
要

卒
不

開
講

専
門

教
育

連
結

会
計

論
選

択
要

卒
不

開
講

専
門

教
育

税
務

会
計

論
Ⅱ

選
択

要
卒

不
開

講

専
門

教
育

労
働

経
済

学
選

択
要

卒
不

開
講

専
門

教
育

専
編

0
2

編
入

対
策

特
講

Ⅱ
（

経
営

）
選

択
非

要
卒

不
開

講

専
門

教
育

専
編

0
2

編
入

対
策

特
講

Ⅱ
（

経
済

）
選

択
非

要
卒

不
開

講

専
門

教
育

経
営

学
演

習
Ⅰ

選
択

非
要

卒
不

開
講

専
門

教
育

経
営

学
演

習
Ⅱ

選
択

非
要

卒
不

開
講

専
門

教
育

経
済

学
演

習
Ⅰ

選
択

非
要

卒
不

開
講

専
門

教
育

経
済

学
演

習
Ⅱ

選
択

非
要

卒
不

開
講


